




ーー ニーーー — A a i a i EN i ae ーー ーー eee ~~ ~ 
AR Ri ES ar ーーー ニ ーー ーー ンス ーー ズーーーーーーーーー ャ ーーーー ヘ スー や ーー ニー ヘー ューー ~~ こ ご 
ー テ テーーー-ーーー テ ーー デーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ス ーーー ンー ンーー ツ ーー ーーー ーーーーーーーー ア ーー で ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニーーー ニ ーー ニニ ーーー ニ ーー ーーーーーーーーーー ーー 
ーー 一 - ー- ーー ーーーーー-ーー ペ ーー ューーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーー ペ ーー ツーーーーーー ー ーーーー ーー ーーーーーーー ーー- ューーーー ーー 
ーー ニー ニー デーー ーー ニー ニーー ニ ーーー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニニ ニン ニニ ニー ニニ ーー ニー ー - ー ーー ペペ ーーーーーーーーーーーーーーー ニ ー 
ーー ニーーー ーーーー ン ーーー ーーー ニー ーー ニーーーーー マ で ーーー ンー ャ ーー RQ ーー ニニ ー ン ーー ペペ ーーー- ー ニ ーーー で ペー ヘー ーー ヤーーーーーー ーー ーー デーー ペ ーー ペーーーー ペ ーー ーー ジー ョ ーー ペー で ーー 
に ーー ツー ペーー マ ーーーーーーーーーー… ツ ーーーーーー ーー ーーー ツ ーーーー バ ーー ニーーー ペ ーー こ …ー ーーーー… へ ーー ドー ーー 
ーー ュー ヘーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ペ ーーーーーーー ペ ーー ペーー ーー ーーーーーーーーー ーーーーーーーー マ ーーーーー 

































ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーー- ーーー マ ーーーーーーーーー ペ ーー マーーーーーーー ニ ーーーーー ーー 
ーー デー マーーーーーーーー- ーー ーーーーーーー ーー・ーーーーーー ーー ペー ューーー ペ ーー ーー ニーー ペ ーーーーー ーー ニー ニー oe peewee eens 
ーー ンー ツー ーーーーーーーー AN NR a sO Se A REN A A A OIRO Ae ON SNR I at ae 9 en 





- ~~ be he ee AT en 11S ロー ビ OR- SCE] 
ドー ニーーーーーーーーー FRAC Of AL IM ゴー ヒレ バカ で バー 





RE PE He OES, RN gt A me ーー ea ET 
St re Ra RE ーーー ペ ーー ーー ペーーーーーー ニ ーー ペー ペーーー RN 
ーー ペーー ニュ ニニ ニー ニン ーー トー ニン トニ ンー ンー- ーーーー ニ ーーーーー ニ ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ER OT em RE Ne 
. ーー Re SN 
ARTO GN nm mem SO a aa a i a NN NS INET AY 
か - ‘ ‘ene ーー デデデ エ ーー ーーーーー ーー ツー シテ ーー ーーーーー ーー ニー 一 ーーーーーー ーー ペーーーーーーーー ーー ペー デー て ーーーー の …* ーーーーー ペ ーー ° 
Sits recall ・ ーーーーーーーーー ペ ー ーーー ツーーーーー ペ ーー ーーー ペーーーー ーーーーーー ペ ペー ーー マー ニー ニー ペペ シュ ーー tiem ae = 

















ーーーーー デ ーーーー ーー ツー ツア ーー PP ———. 
ーーーーーーーーーー A eel ーー ーー ーー ーーーー 
ーーーーー ペ ーー ーーーーーーーー ーーーー ーー 一 


ーー ーーーーーー トー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ヘ ムーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーー ーーーーーー ーー ーー ペーーーーーー へ ペー トー 








ーー ーーーーーー ーー ペーーーー ーーー=ーーeーーーーeー ペ ーーー ニーー ニ ーー ーー ニー ニーー シ ーーーーー ーー ニーーー Ree 
RN Be RN a mR NREL Nn RR ON oe 
en ーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー my ME NG ーーーー ーー 
ーー マーー ーーーー ツ ーーーー~ ーーーー “ ee “で a ーーーーー 一 ー-ーーーーー ーー ニー ニーーーーーーー ミ ーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ボ ーーーーーーーーーーーーー 
ーーー ーーー ーーーーーーーーー こ ーー ニー プッ アッ ンー トト ュー スー つこ ーーーーー ニ ーー ニー ニー デニ ーーーー ニ ーー ーーーー ニ ーーー ーー ンー ペー プー ペペ ーー ペー ーー ヘー デュ ニュ ーー いさ ーーー 
ニーーーー ョ ーー ニーーーーーーーー ニ ーー デー ニー ニニ ニー ニー ニー ンー。 ーーー ニー ニー デー テー ニー ニー イト ーー よー も と この ーー ーーー ペー ニー 
ーー ンー で mee ニュ ンー ーー ヘー ューー ン ーーー ーー デー デーーーー ペ ーーーー… ここ ここ ここ ここ ここ ーー ーーーーーーーーーー マ ーー デーーーー ニ ーー ーー ーー ーー ーーー0ーーーーーー… 
SNA IO ーー ーー ニーーーーー 一 一 ここ ea emanate. ーーーーーーーーー マ ーー ニーーー- ーー ヘーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーー ニーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーー 
ー ー ー ー エ ーー ニュ ーーーー eg 
ーーーーーーーー ツ ーーーーーー ペ ーーー ニー ペーー ーーー ニー ペー — こ dienes 
Seen eee ee ee 
we ーーー ニーーー ニ ーー ニー ベー バニー ニー ベニー: ーー ーー ペーーーーー 




























































ee Re A ーーーーーーーーーーーーーー 





ー ーーーーー ーー ニニ ーー ニー ニーーーーー…… ーーーーーーーーー ヘ ーーーーーー ー こ 

ーーーーー- ーー ペーーーーーーーーーーーーーーー ーー ヘニー ーー ニーーーーーーー ペ ーー ペペ ーーー こ この 
Ae AORTA pate mR RR ne Ra 
PE IN I A A a lM ee 

















eae 
RT ret 
ーーー i ana mt Ay ae ーー 
ーーーー 一 一 


ここ エー コン ララ 3 = 
eae ea, ss ee ニー ニー ペニー ニー ーー デーーー・ 
ーー ニーーーーー ニ ーー ニュ ーー ニー ニー ーーーーー ーー 










ーー ーー…ーーーーー ニ ーー ーー ペーー マー ジー 
- 一 一 ーーーーー ーーーーーーーーーー- - SS OO oe ee eee ラフ 
RR I RR ARORA ARN ーー tte -F2] に TE EZ 
ーーーーーーーーーーーーー ヘ ーー ーー ペーーーーーーーー ーー ーー mo jx ~ ae アー Np Bm 
ーー ニー ニーーー ニ ーーーーー ーー ーーーーーーーーーー 一 ーー ーー ーー ペー で ーー 
エーーーーーー ニ ーーー ーー ーー ンー ーーーーー テ ーー ー “ “ 
ーーーーーーーーーーーー RR me tN RIA aA ge - ーーーー ニ ーー ニニン ーー ニュー ニシ ーー ニー ン ーー ニニ ーーーー ーーー ~ 
ニュ ーー ーーー ーーー ペ ーー ーーーーーーーー ーーーーー ーー ーー ーー- ー ー wa こ ーーーーーーーーーー ヤ ーー ーーーーーーー ーー ペー ーー ペーーーーーー ーー~ 
ーー ーーーーー デ ーー デー ー ェ ュ ー ペ ーーーーーーー ーーーーー…: ーー っ ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーー ブ ーーーー ツ ーー A RS et 
ーーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー…ー ーー ニー ツー ーー ニーーーー ニ ーー ーーーーーー ベ ーー ツーーーーーー バ ーー デーーーーーー ーー ペー ーー ーーー デーーーー ーーーーー ーー で ーー ペー ペー で ツー ペー ーー 
a me で ー ーー ニーーー a aE aa 





Xs Lk ts 
ダ > < 記し 2 応 つて 









































ーーーーー ーー デーー ヘ ーー ーーー ニーーーー ニ ーー ペー ペー ペー ー ン . 
ーーーーー ペ ーーーーーー ーー ニー ニー ニニ ーー ニム ニニ ニュ ニュ ニー ベニ ニニ ーー ーーーーー・ ay こ 
nn ae ーー a 

ーー ューーーーーーーー ーーーーーーーー ーー ペー ーーーー ー ーーーー ペ ーー 






















Pf A NE Sin AO pa Git IO SLI 
ュー テーーーーー マ ーー ROL A ON ARE gem OP Ns ペー 
TO, ENS aN manana へ 
IN AR Nt a NT = 
ーー ーーーーーーー ニ ーー ーー ペー ーー ペーー ペ ーーー 
ーー ヘー ヘー ー- 

























= と ーーーーー ペ ーーー ペ ーーーーー ニ ーー 一 
ニニ ーー ニー ニーー ニ ーー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニーーーーー ニ ーー に ニー ニー ニー ニー ニン ーー デー ーー ニーー: ーー ドー ニー ニー ニー ニー ここ * 
ei ーーーーーーーーー ペ ーー ボー ボーーーーーーーーーーーー yee ee 
PO tN ee AP ARR NGG ON A Rt IO AL ROB LIAR GALA PR Ae ーー ニー マジ ーー ーー LS ISNA AL LEAL AADC LA LAA OR A 
Pe OE NI ARR RR AR OR RE A i RR AN Rt 

ーーーー ーー テーーーー ペ ーーー ペ ベー ーー テー ニー ニャー スニ ーー ニー ニニ ーーーーーーーー A RR I en A 

= ーー ェ ニ ニニ ーーーー ニ ーーーーーー ーー ーー 
ーーー ペーーー ーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーー 一 ーー ーー ペペ ーー ニー ニーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ヘ ーー ニー ニー で ーーーーーーーーーーーーー ペ ーー ニー マー ペー ペーーー ペ ーーーーーー ニ ーーーーー デ ーー ペーー ーーーーーー… 
に ニー ニュ ーー ニー ニー ニー ここ ーーーーーーー ーー ニーーーーーーーーーーーーーーー~ ーー ニー ニニ ーーーーーーーーー- ee a ーーーーーー こ ーー ジー 







































ここ ーー ーーーーーー デ ーーーーーーーーーーーー ーー 
ーー ーー ニーーーー 





PE . 
oR PR RN a OR a - 


NO PE AOL EI A Se ene ーー 











oes ーーー~ ーー ニー 


Be) 









の ュー ニー ニニ ーー eT 
ーーーーー ト で へ se eT a= ce 
ーー ニー ーーーーーーーー…ー ュー ニ ーーー ここ FE ーー マーーーーー や mm RN 
ーー ペー ミュ ニス ーー ーーーーーーーーーーーーーーーー ン ーーー 一 ーー ーーー ペ ーーー ーー ニーーーーー ーーーーーー- ーー ロイ ツー ンス ペン ン ニャ ー ゴ コー ペー デー ニニ 
ーーーーーー ーー デー ミー ニテ ーー ニーーーーーー ボ ーー ヘーー ニ ーー ニーーーーーーーー ーーーー こ ーー ツー PR La Pr ーーー ーーー ニ ーー ee 
ー ニ ーーー = mn ーー A lel ーーーーー 一 - ーーーーーー ーーー ペーー . 
ーー ーーーー-ーーーーーーーーーー ーーーーー ツ ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ツー ネーーーーーーーーーーーー ペ ーー ニーーーー ツ ーーー ペーーー ーー ーー 
ャ ーー ーー ニー ニー ニー ニーーー・ ーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー a ーー ニーーー・ ーー ペーーーー マ ーー 
nkoz ニニ エニ ニニ ニニ ココ mn こと SS ~ anaes 













実用 科学 英語 ハン ドブ プッ クシ リー ズ メ No. 3 


科学 技術 論文 ・ 報 告 書 に 
必要 な 英語 の 決り 文句 集 


日 本 科学 技術 英語 研究 会 編 


ま A 。 が き 


我が国 の 国際 的 地位 の 向上 と と も に 、 文書 に よる 学問 、 技 術 の 交流 
は ます ます 盛ん に な り 、 そ れ を 反映 し て か 科学 論文 の 「 書き方 」 や 「 ま と め 
方 」 と いっ た 種類 の 参考 書 は 、 和 ・ 英 書 と も 比較 的 多く 市 販 さ れ て いま す 。 
し か し 、 い き さ 英 文 で の 発表 と な る と 、 書 き 方 に 対す る 心得 や 態度 だ け で は 、 
どう に も 片 付 か な い 発 想 上 の 違い や 、 慣 習 的 な 表現 及び 科学 英語 独特 の 語 : 
が あり ます 。 それ に は 明確 な 文例 が 手許 に あっ て 、 適 宜 利 用 で きれ ば 、 い ち 
ば ん 便利 な こと で す 。 そう し た 実戦 的 な 用 途 を めざし た の が 、 本 書 編集 の 目 
的 で す 。 
尚 、 編 集 に あたっ て は 、 理 、 工 、 農 、 医 に 関連 する 数 百 編 の 論文 ・ 報 告 書 を 
も と に 、 そ れ ぞ れ の 分 野 に 共通 し て 、 か つ ひ ん ぱん に 使用 きれ る 文型 や 表現 


を えら び 、 そ れ ら を 日 本 的 発想 か ら 英 語 的 発想 及び 表現 に お きか えて 配列 し 
まし た 。 これ ら は 文書 の 骨組 と な る も の で 、 自 由 に 論議 を すす め 、 記 述 に 必 
要 な 専門 的 語 往 や 表現 に つい て は 、 当会 発行 の “科学 技術 和英 表現 辞典 を 
ご 利用 いた だ きた く 〈 存 じ ま す 。 

また 、 本 篇 は 既刊 シリ ー ズ No 3 及び 続編 を 合 本 し 且つ 追補 を 行っ た 新鋭 版 で 
す 。 
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S1 表 題 (Title ) 


全 も と も と 表題 に は 、 決 り 文 名 は あり ませ ん が 、 簡 潔 さ を も と め 
て 、 下 記 の 型 の も の が 英 米 論文 ・ 報 告 書 中 に 比較 的 多く 見 受け 
られ ます 。 ま た 発想 の ちがい か 「 一 に つい て 」「 一 の 研究 」「 一 
に 関す る 考察 」 と いっ た 題名 の 英文 は 、 特 に 工学 論文 に お いて 
は 少く 、 日 本 人 好み の 表題 の よう に 思わ れ ま す 。 
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が ス クロ マト クラ フィ ー の 医薬 ! Application of Gas-Liquid Chromatogra- 
試験 へ の 応用 : phy to Examination of Drugs and their 


Preparations. 
ー 1 一 
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例 (2) 

アル カリ 性 溶液 中 で の 水銀 の 電 | Application to the Electrooxidation of 
解 酸 化 へ の 応用 : Mercury in Alkaline Solutions. 

例 (3) 


歯車 比 に 計数 理論 の 応用 An Application of Number Theory to Gear 


Ratios 
支 一 の 理論 分 析 ! *A Theoretical Analysis of ... 


例 (1) 


離陸 に お ける 空中 経路 の 理論 


ie A Theoretical Analysis of the Airborne 


Path during Take-Off 


例 (2) 


面 外 の 曲り を うけ る 管 の 曲り 部 
に お ける 応力 の 理論 分 析 


K~DFR > HE 

例 (1) 

航空 機 及び 宇宙 飛行 機 の 地上 装 
中 決定 の 系 統 的 手段 

例 (2) 


トラ ッ ク と トラ クタ ー 貨 車 の 安 
定性 へ の 工学 的 手段 


SR 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


Theoretical Analysis of the Stress in 
Pipe Bends Subjected to Out-of-P] ane 
Bending. 


*approach to 


A Systematic Approach to Determining 
Aircraft and Aerospace-Craft Ground E- 
quipment. 


Engineering Approach to Truck and Trac- 
tor Train Stability. 


SR 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


例 (3) 

フラ ッ タ 機構 を 説明 する 新しい : A New Approach to the Explanation of 
手段 : the Flutter Mechaniznm. 

wil 解 | *aspects 

Ochromonas Malhamensis : Some Aspects of the Biosynthesis of 
中 で の thymine の 生物 的 合成 : Thymine in Ochromonas Malhamensis. 
に つい て の 見 解 

wat 算 3 *calculation 


例 (1) 


EKG 0 — J —-DHNALIMG RIM 


Calculations and Experiments on the Un- 
計算 と 実験 


balance Response of a Flexible Rotor. 


例 (2) 


金属 を 直角 に 切る に 当っ て の 温 
度 分 布 の 数 値 計算 


wit & 
商船 の 推進 力 に 対す る 高 馬 力 単 


ーー エン ジン と 多 エ ンジ ン 装 置 の 
比較 


例 (1) 


粗 織 の 能率 プロ グラ ム に お ける 
経営 的 考察 


第 一 章 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 盲 と 表現 


Numerical Calculation of the Tempera- 
ture Distribution in Orthogonal Metal 
Cutting. 


*comparison 
A Comparison of High-Powered Single- 
Engine and Multi-Engine Plants for the 


Propulsion of Merchant Ships. 


¥consideration 


Administrative Considerations in Systems 
Effectiveness Programs. 


BB i SC RO RAS BEA ZEB 


例 (2) 

バル プ ・ ギ ヤー の 設計 に 関す る 3 Considerations in Valve Gear Design. 
45 

支 設 計 、 企 画 、 立 案 : *design 

エア クッ ショ ン 法 の 設計 原理 : Design Principles for Air-Cushion 


Devices. 
Hips 3 + — FURST Et Design of Self-Cooled Journal Bearings. 
WE, RE : *determination 


例 (1) 


薬剤 中 の カフ ェ イ ン の 定量 Determination of Caffeine in Pharmaceu- 


tical Preparations. 


例 (2) 


任意 の 船体 の 型 に 対す る 非 浮揚 
性 の 決定 


支 開発 、 進 歩 
例 (1) 


字 由 船 の 外部 塗装 の 最近 の 開発 


例 (2) 


高速 列車 用 ブレーキ の 開発 と 実 
RR 


例 (3) 


小型 ガス ター ビン の 経費 を 減少 
させ る 新しい 製造 方 法 の 開発 


BN um Fh ts BET HRI BE Ht KM 





Determination of the Non-Lifting Poten- 
tial for an Arbitrary Ship Hull Form. 


*development 


Recent Developments in External Coatings 
for Spacecraft. 


Development and Testing of Brakes for 
High-Speed Railroad Equipment. 


Developing New Manufacturing Methods to 
Reduce Costs in Small Gas Turbines. 
ー 7 一 


Sei BEAR HLS gH A 2 


例 (4) 

50 年 の 農業 用 トラ クタ ー の 進歩 | 50 Years of Agricultural Tractor Develop- 
: ment. 

wy ff - [ *distribution 

例 (1) 

ビー ム に お ける クリ ー プ 偏差 と | Creep Deflection and Stress Distribution 

応力 分 布 : ina Beam 

例 (2) 

邊 の アル プ ミ ン 溶 液 中 に お ける : The Distribution of Buoyant Density of 

人 間 赤 血球 の 浮力 密度 分 布 : Human Erythrocytes in Bovin Albumin 
' Solutions. 

例 (3) 

af KI bit ZR I RO | The Lift Distribution on Low Aspect 

力 分 布 Ratio Wings at Subsonic Speeds. 


ー 8 一 


例 (4) 


B77 vy 72% 77 Rin 
WR Rint Bo Ai 


KK, VB 
例 (1) 


アミ ノ 酸 レベ ル の タン 白質 合成 
へ の 影響 


例 (2) 


加里 質 肥料 配合 上 比 の 影響 に つい 
て 


By BE 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


Span Load Distribution for Tapered 
Wings with Partial-Span Flaps. 


*effect 


Effect of Amino Acid Levels on Protein 
Synthesis. 


On the Effect of Composed Ratio of 
Potassium Manures. 


第 - ae aL ee ea 
例 (3) 
グル タ ミ ン 類 物 の Ehrlich 


腹水 ガン と 6C3H-ED リ ン ノ パパ 
肉腫 へ の 相対 的 効果 


例 (4) 


一 様 な 管 中 の 速度 分 布 に 及ぼ す 
ガー ゼ の 効果 


Wik, PRET 


例 (1) 


ー の 試験 (検査 ) に つい て 


例 (2) 


市 販 の 一 に つい て の 試験 


The Comparative Effect of Glutamine 
Analogs on the Protein Biosynthesis of 
the Ehrlich Ascites Carcinoma and the 
6C3H-ED Lymphosarcoma. 


The Effect of a Gauze on the Velocity 
Distribution in a Uniform Duct. 


¥examination 


On the Examinations of ... 


Examination of ... on the Market. 


WAR, DR 


例 (1) 


< に 関す る 実験 


ー の 栽培 試験 


例 (2) 


3 次 元 荷 重 を うけ る 管 の 曲り 部 
と 管 路 に 関す る 実験 


例 (3) 
非常 に た か い レ イノ ー ル ズ 数 に 


お ける 円 柱 ま わり の 流れ に 関す 
る 実験 


NH 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


*experiment 


Experiments on... 


Cultivation Experiments of ... 


Experiments on Pipelines and Pipe Bends 
Subjected to Three-Dimensional Loading 


Experiments on the Flow Past a Circular 
Cylinder at Very High Reynolds Number 


BH de + BET ROI BE Pe 





例 (4) 

乱 流 の 中 の 渦 の 発達 に 関す る 実 : Experiments on the Growth of Vortices 

ER : in Turbulent Flow 

KAT. BR 「  *factor 

例 (1) 

人 工 砂 石 中 の ラド ン の 浸透 性 と : Factors Influencing Permeability and 

分 散 に 影響 する 因子 ' Diffusion of Radon in Synthetic Sand- 
: gtones. 

例 (2) 

HK ie AMM se SRST SY | Factors when Considering Anti-Friction 

合 の 要素 : Bearings 


例 (3) 

航空 機 交 通 管制 に お ける 音声 通 
信 方 法 の 人 間 要 素 の 分 析 

KE 定 

ー の 鑑定 

wk R 

例 (1) 

ー の 比 色 定 量 法 の 改良 

例 (2) 


チタ ン 工 場 製 品 の 最近 の 改良 


DR 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


Human Factors Analysis of Voice Com- 
munications Practices in Air Traffic 
Control. 

*identification 


Identification of ... 


*improvement 


The Improvement of Colorimetric Deter- 
mination of ... 


Recent Improvements in Titanium Mill 
Products. 


BA RC A ROAM DR EE Ae 


例 (1) 


YRBHO~NEFICE LIES 


ポ ク 

例 (2) 

イン シュ リン 及び 他 の 生理 学 上 
の 因子 が ヴィ タ ミ ン A の 肝臓 貯 
蔵 に 及ぼ す 影 

KE 用 

例 (1) 

肉 厚 の 刃 を 持っ た ター ビン ディ 
スク の 振動 中 の ディ スク と 刃 の 
作用 


*influence 


Influence of 7-Ray Radiation on the 
Germination of ... 


The Influence of Insulin and Other Phys- 
iological Factors on Liver Storage of 
Vitamin A. 


¥interaction 


Interaction between Disk and Blades dur- 


ing Vibrations of a Thick-Bladed Turbine 
Disk. 


例 (2) 

2 次 元 噴流 と 平行 流 と の 相互 作 
用 に つい て 

KH, Dae 


例 (1) 


液体 ヘリ ウム II 中 で の 薄膜 の 無 
い 対 流 熱 移動 の 分 析 的 研究 


例 (2) 


Time-resolved 関 光 分 光 の 
分 析 的 使用 に つい て の 調査 


第 一 章 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


On the Interaction of a Two Dimensional 
Jet with a Parallel Flow 


*investigation 


An Analytical Investigation of Film 
Free Convection Heat Transfer in Liquid 
Helium II. 


Investigations into the Analytical Uses 
of Time-Resolved Spark Spectroscopy. 


Be ie: A EO HEM ID CE A 


例 (3) 


RIKI bY SRK CRS 
の 相互 作用 に 関す る 研究 


例 (4) 
風洞 気流 振動 装置 の 研究 
例 (5) 


新しい 有機 カル シウム 化合 物 の 
探索 的 研究 


wi 構 
例 (1) 


が か が スター ビン 再生 装置 の 機構 


Investigation of the Interaction of 
Bounding Layer and Shock Waves in Tran- 
sonic Flow 


An Investigation of a Device to Oscil- 
late a Wind Tunnel Airstream 


An Exploratory Investigation of Some 
New Organocalcium Compounds. 


%*mechanism 


Mechanisms of Gas Turbine Regenerator. 


例 (2) 
機構 運動 学 の 傾向 
例 (3) 


最新 運動 学 に お ける 連鎖 機構 
KA 法 

例 (1) 

ー の 数 値 的 計算 法 


例 (2) 


可変 ピッチ 水 カ ター ビン 設計 の 


理論 的 方 法 


第 一 章 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 界 と 表 現 


Trends in the Kinematics of Mechanism. 


Link Mechanisms in Modern Kinetics. 


¥method 


A Method for Numerical Calculation of 


Theoretical Method for Design of Varia- 
ble-Pitch Hydraulic Turbines. 


RE AB ARO HM Se ee Aes 


“eH 穴 [ *observation 
例 (1) 
外部 磁場 の か か っ て いる 場合 の ! Experimental Observations of an Inter- 
ー ニ つの 相反 し て 流れ る プラ ズ マ : action between two Counterstreaming 
に お ける 作用 の 実験 的 観察 : Plasmas in the Presence of External 
: Magnetic Fields. 
例 (2) 
クリ ー プ 中 の 構造 物 の 偏差 に つ : Some Observations on the Deflections of 
いて の 観察 : Structures during Creep. 
Kw ~(LIDWT : ¥on 
例 (1) 
ー の 強度 に つい て ! On the Strength of ... 


例 (2) 

ー の 試作 栽培 に つい て 
例 (3 

管理 体制 の 識別 に つい て 


例 (4) 


往復 機械 の パッ キン 押え の 理論 


に つい て 


例 (5) 


歯車 と ウォ ー ム の 切削 及び ホブ 


切 に つい て 


WE HE 


WB ig Cs A RO RS EY 


On the Trial Cultivation of ... 


On the Identification of Control Systems. 


On the Theory of the Packing Gland for 
Reciprocating Machines. 


On Cutting and Hobbing Gears and Worms. 
*performance 


Be eC BU RO AIS Ee fe 


例 (1) 

水中 に お ける プラ ステ ィ ッ ク の : Performance of Plastics in Water Envi- 
性 能 ' ronments. 

例 (2) 

子 備 馬力 の た め の 、 い ろ い ろ な : Theoretical Performance of Various Chem- 
化学 燃料 の 理論 的 性 能 : ical Fuels for Auxiliary Power. 

PH 題 「  *problem 

例 (1) 

航空 機 の 動力 装置 構成 要素 の 振 : The General Problems in Vibration of 
動 に お ける 一 般 問 題 : Aircraft Powerplant Components. 

例 (2) 

クリ ー プ の 問題 に 対す る 実用 解 : A General Approach to the Practical 
OE it Solution of Creep Problems. 


WHEEL. FETE 

例 (1) 

ー の 物理 的 、 生 物 的 特性 
fill (2) 


任意 の ノイ ズ よ り 起 し た 非 線 系 
の 第 二 次 的 性 質 


kin 質 


脱脂 綿 及 び 脱 脂 ガ ー ゼ の 性 質 に 
つい て 


wha ff 


Ts Bde C+ BT RO BG = R&B 


*property 


Physical and Biological Properties of 


Second Order Properties of Nonlinear 
Systems Driven by Random Noise. 


*quality 


Qualities of the Absorbent Cotton and 
the Absorbent Gauze. 


*relationship 


Be HU ROE RE ee 


例 (1) 

形状 と メッ キ 効 果 の 関係 ' The Relationship of Shape to Effective- 
' ness of Plating. 

例 (2) 

7 ルカ リ 土 類 ア ルミ ナシ リカ 隅 ' Relationship of Phase Development to 

aOR ETE CAE COR : Dielectric Properties of Alkaline Earth- 
: Alumina-Silica Ceramics. 

wR 応 | *response 

例 (1) 

PTO PR te BIG ! Response of Thermal Conductivity Detec- 
: tors. 

例 (2) 

連続 構造 の 不 規則 荷重 に 対す る : Non-Stationary Response of Continuous 

不定 反応 : Structure to Random Loading 


例 (3) 


品 流 境 界 層 の 刺激 に 対す る 羽目 
板 の 反 応 


wi OR 
て の 会 的 検査 結果 
wi GR 


トラ クタ ー の ギア の た め の 鋼 鉄 
の 選択 と その 熱処理 


文 解 
例 1) 


確率 法 に よる 熟 伝導 問題 の 解 


第 一 章 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


The Response of Panels to Turbulent 
Bounding Layer Excitation. 


¥result 
Results of the Official Inspection of... 
*selection 


The Selection of Steel and Heat Treat- 
ment for Tractor Gears. 


% solution 


The Solution of Heat Conduction Problems 
by Probability Methods. 


第 一 章 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


例 (2) 


円 柱 の 表面 摩擦 抗力 に 対す る 新 | A New Solution for the Skin-Friction 
L \ > fie : Drag on a Cylinder 


WAKHE RHE [ *status 


トラ クタ ー 工 業 の 現状 と 将来 の : Present Status and Future Trends of the 
動向 : Tractor Industry. 


Ki 究 | ¥*study 
例 (1) 


ー ye Hat bide Lake, 
EV A) AO EAGER HE OB : Studies on the Biochemical Function of 
7u : Selenium. 


例 (2) 


ー の 物理 的 試験 の 研究 Studies on Physical Examination of ... 


第 一 章 we REBORN CRA t AH 


例 (3) 


天然 水 及 び 廃水 中 の 線 虫 の 発生 : Occurrence and Controlled Environmental 


及び 管理 環境 の 研究 [ Studies of Nematodes in Natural and 
: Waste Water. 

eH 査 | *survey 

例 (1) 

ー の 調査 (検査 ) に つい て [ A Survey on the ... 

例 (2) ( 

逆 浸 透 現 象 に よる 脱 塩 の 調査 、 A Survey of Desaltination by Reverse 
: Osmosis. 

wi 術 | *technique 


第 一 章 me RAO RRS URS YS AH 


例 (2) 


高 精度 プラ ステ ィ ッ ク 部 品 製 作 | Production Techniques Used in Producing 
に 用 いら れる 製造 技術 : High-Precision Plastic Parts. 

例 (2) 

ポー タプ ブル の X 線 回 析 装 置 に よ : Fundamentals and Basic Techniques of Re- 


る 残 圧 の 測定 原理 と 根本 的 技術 : sidua1 Stress Measurements with a Por- 
: table X-ray Diffraction Unit. 


KF Zh 「 ¥test 

例 (1) 

ー の 公 的 検査 結果 ' Test Results for the Official Tnspec- 
' tion of ... 

例 (2) 

自動 車 の プレ ー キ ライ ニン グ の [ Four Tests for Consistency of Automo- 

一 貫 性 に 関す る 中 つの テス ト tive Brake Linings. 


例 (3) 


失速 付近 で 振動 し て いる 異型 の 
2 次元 テ スト 


支 傾 [Ay 


航空 機 の 直流 電気 系 の 傾向 


wl 用 


研究 開発 計画 へ の 人 材 適用 形式 


wi 解 
例 (1) 


ー に 関す る 一 見 解 


第 一 章 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 刑 と 表 赴 


Two Dimensional Test of Airfoils Oscil- 
lating Near Stall. 


¥trend 


Trends in Aircraft Direct—-Current Elec- 
trical Systems. 


¥utilization 


Manpower Utilization Patterns in Re- 
search and Development Projects. 


*¥view 


A View of ... 


第 一 章 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


例 (2) 


エン ジン 設計 者 の 立場 に お ける | The Engine Designer's Point of View 

見 解 

例 (3) 

工学 に 対す る 人 間 要 素 に 関す る : Some Views on the Human Factors for the 

ある 見 解 : Engineering. 

〇 長い 題名 の 例 

いろ いろ な 動物 の 十二指腸 や 他 : Factors Affecting the Formation of Vita- 

の 組織 を 用 いて 浴 液 中 の Bー カ : min A from B-Carotene in Vitro Using 

ロナ チン か ら ビ タ ミ ン A を 生成 す : Duodenum and Other Tissues from Dif- 

る 時 の 影響 因子 : ferent Animals. 

切断 反応 と ビニ ー ル 及び ポリ イ [ The Relation of Scission Reactions to 

ソ プ ブリ ン 高 分 子 の 酸化 中 で の 過 : the Interactions of Peroxy Radicals in 

酸化 ラジ カル の 作用 と の 関係 : the Oxidation of Vinyl and Polyisoprene 
' Polymers. 


均一 Green 関数 と その Pn 角 運動 


量 を 用 いて の 中 性 子 の 一 速度 で 


時 間 に 依存 し な い Sa1b 幾 何 学 に 
お ける Boltzmann 式 の 数 値 解 


放射 を 含む プラ ズ マ の 人 為 の 熱 力 
学 等 式 の 新しい 解 。 

全 波 数 に 有効 な 非 平衡 プラ ズ マ 
に よっ て 分 散 し た 放射 の スペ ク 
トル 密度 の 計算 

(第 一 、 二 巻 ) 


BR 論文 ・ 報 告 書 の 構成 に 必要 な 型 と 表現 


A Numerical Solution to the Neutron One- 
Velocity Time-Independent Boltzmann 
Eauation in Slab Geometry Using a Homo- 
geneous Green's Function and its Pn 
Angular Moments. 


A New Solution of the Kinetic Equations 
for a Plasma Including Radiation. 

A Calculation of the Spectral Density 
of Radiation Scattered by a Non-Equili- 
brium Plasma Which is Valid for All 
Wavenumbers (Volumes 1 and 2). 


Re mC: AHO KIS LE AC 
S2 提出 先 及 び 請 求 学位 名 の 例 


信用 紙 の 中 央 の や 、 下 方 に タイ プ し 、 発 表し た 場合 に は presented, 
提出 し た 場合 に は submitted を 使用 し ます 。 


例 (1) 


大 学修 士 課程 論文 の 場合 : This Thesis Submitted in Partial Ful- 
: fillment of the Requirements for the 
Degree of Master of Science in Aero- 
nautical and Astronatutics, University 
of Washington. 
例 (2) 


学位 請求 論文 の 場合 
A Dissertation 
Presented to 
the Faculty of the Graduate School 
University of Washington 


PSHE IC BRE BS BE BL 


In Partial Fulfillment 
of the Requirements for the Degree 
Doctor of Philosophy 


例 (3) 


学会 、 基 の 他 の 場合 | Presented at ATAA 5th Aerodynamic Test- 
ing Conference, May 18~20, 1970, Tulla- 
homa, Tenn. 


Submitted to F.J. Smith 
General Engineering 
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S3 著 者 名 


佐藤 -- 郎 TCHTRO SATO 
Tchiro SATO 


(共著 の 場合 ) 

山田 和雄 ・ 高 橋 民夫 | Kazuo YAMADA and Tamio TAKAHASHI 

価 藤 一 郎 ・ 山 田 和 雄 ・ 高 橋 民 夫 | Tchiro SATO, Kazuo YAMADA, Tamio 

・ 意 膝 房 子 ・ 鈴 木 澄子 : TAKAHASHI, Fusako SAITO and Sumiko 
' SUZUKI 

(8) 著者 の ひと り 山 田 は 一 3 one of the authors, Yamada, is 


BA aC BU ARO HL ES A 


S4 Ha (Acknowledgement) の 例文 


A 博士 の 非常 な ご 援助 を 感謝 し 
ます 。 


鈴木 博士 に も 感謝 攻 し ます 。 


A 博士 と B 博 士 の 有益 な ご 助 
a MME LET, 


Hi 
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(歴史 的 背景 を 含む ) : (including historical survey) 

HORA BV. EGR” DEBI: 「 Typical Brief Introduction: 

ジ 安 邊 香 酸 水素 カリ C。H。CO。K, | Potassium hydrogen dibenzoate 。 Ce HsCO ゥ 2 
C.HsCO,H に つい て は ' Ky, CeHsCOoH。 was first described by 

Gerhardt(1852) に よっ て 初め て : 1) 

RN DLEDKS OMRE | Gerhardt’’(1652) and has been examined 
FOOD 見 地 よ り 研 究 が : by various authors from different points 
な され だ 。 208 fiakeg tee DS TL _ 275) 。 . 。 
LEAR CAT HUES SRE of view. AS the simplest aromatic acid 
の 最も 簡単 な も の と し て まず X : salt, it would have been selected as 

線 解析 研究 に と り 上 げ ら れ た 事 
ーー あろ ュー uM # : the first for study by X-ray methods, 


had not its crystal habit been so un- 


favourable. 


この た め に ビス フェ ニル 離 酸 カ 
リ と ジーPー ハ イド ロキ シ 安 忌 
香 酸 水素 カリ 水 和 物 が 先 に 研究 
され だ た 。 さて 適当 な ジ 安 足 査 塩 
BOA OHERACLA wok 
で は この 構造 解析 に つい て 述べ 
る 。 こ の 構造 は 上 記 の 他 の 二 つ 
の 酸 才 と 回 様 で ある id doa 5 
た 。 


GE) 
ZOFEML(C FST BRC BIE & 2 TZ 
ある が この スタ イル は 他 の 分 野 
に も その まま 取り 入れ る 事 が 出 
KET, 


例え ば “固有 関数 の 展開 へ の グ 
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Potassium bisphenylacetate and potas- 
Sium hydrogen di-p-hydroxybenzoate 
hydrate were therefore given priority. 
More suitable crystals of the diben- 
zoate have now been grown, and this 
paper describes the analysis of their 
structure, which proves to be similar 
to those of the other two acid salts 


mentioned. 


This introduction is of a chemical 
nature but its style is readily adap- 
ted to other fields. 

For example, by simply substituting, 


TSR i Co BR ROD ACIS BE eA 


し た ae と 
e VEE AE 7 ') C,.H;CO.K ” 
POSH eee or: 
よっ て で す 。 | 


Kf &—® 


ステ ロイ ド 合 成 の 重要 な 中 間 物 
質 で ある 2 一 アセ ナル シク ロ へ へ 
クシ ー 2 一 エ ノ ン (1) を 合成 し よ 
うと する 子 備 的 な 試み は すでに 
述べ られ て いる ( Smith )。 

(1) は Birch の 方 法 に よる 還元 に 
よっ て 適当 な 坊 香 法 和 化合 物 か ら 
得 ら れる で あろ うと 提 楽 され 
(Birch と Robinson に よる 未 発 表 
の 研究 より ) て お り 、 本 研究 も 


"the application of Green's Functions 
to the expansion of eigenfunctions" 
for "Potassium hydrogen benzoate, 


CgHsCOoK", Cg ..., etc. 


Introduction 





の 


Preliminary attempts to obtain 2-acetyl- 
cyclohex-2-enonn (1), an important inter- 
mediate in steroid synthesis, have 
already been described (Smith). 

It has been suggested (unpublished 
observations by Birch and Robinson) that 


(1) might be obtained by reduction by 


根本 的 に は この 考え を 追 先 し た 
も の で ある 。 


明らか に 選 元 に 最も 適当 な 化合 
物 は 0ー メ トキ シア セト フェ ノ 
ン で あり 、 こ の 化合 物 は 同じ 側 
急 を 持っ て お り 、 こ れ に オル ト 
の 位置 に 酸素 を 含む 基 が ある 。 
ー つ の 条件 は カル ボ ニ ル 基 が ナ 
トリ ウム 液体 アン モニ アー アル 
コー ル よ り 保 護 さ れ ね ば な ら ぬ 
事 で ある 。 


渡辺 氏 は ある 不 飽和 ケト ン の エ 
ノー ル 塩 は この 目的 に 充分 安定 
で ある 事 を 指摘 し て お り 、 会 っ 
て 我々 は まず ・・・・・・ エノール カリ 
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8 - 16) 
Birch's method of a suitable aromatic 


precursor, and the present investiga- 
tion is essentially an exploration of 
this idea. 

Clearly the most suitable compound for 
reduction is o-methoxyacetophenone, 
possessing the correct side-chain and 

an oxygen function ortho to it, provid- 
ed that the carbonyl group can be pro- 
tected against the sodium-liquid ammonia- 


alcohol reagent. 


Watanabe has indicated that the enol 
salts of certain unsaturated ketones 


are stable enough for this purpose, and 
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小 き い 模 型 を 使用 し た 実験 結果 
(参考 文献 1 ) が 有望 で あっ た 
の で 、 大 き な 3 次 元 模型 に 回 転 
円 柱 フ ラッ プ の 原理 を 適応 する 
研究 を 行っ た 。 こ れ は 回 転 円 柱 
フラ ッ プ の 有効 さき お よび 無限 境 
速度 、 プ ロペ ラ の 後 流 、 円 柱 の 
円 周 速度 、 地 面 近似 等 に よっ て 
WREST DAB UBER AM 
る た め に 行っ た 実験 で ある . = 


so We investigated first the reduction 


of the purpose, and so we investigated 
first the reduction of the potassium 


enolates 
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On the basis of the encouraging results 
(ref. 1) of small-scale tests, an in- 
vestigation was made of the rotating 
cylinder flap principle applied to a 
large three-dimensional model. These 
tests were made to determine the rotat- 


ing cylinder flap effectiveness and 
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の 研究 に は 、 フ ラッ プ ・ ヒ ンジ +: power requirements as affected by free- 
・ ラ イン の 位置 が フラ ッ プ 効果 、: 

柚 ピ ッ チ ング ・ モ ー メ ント 、 フ | stream velocity, propeller slipstream, 
ラフ ラップ ・ ヒ ンジ ・ モ ー メ ント 等 | cylinder peripheral speed, and ground 
に お よ ば ぼ す 効果 と 回 転 円 柱 フ ラ : 、 , ua 

ッ プ と 連合 し た 薄板 ( slates ) | proximity. The investigation included 
と スポ イラ ー の 有効 さ が ふ くま | the effects of flap hinge line location 
れ て いる 。 3 


on flap effectiveness, wing pitching 
moments, and flap hinge moments, and 
the effectiveness of slats and spoil- 
ers in conjunction with the rotating 


cylinder flap. 


この 実験 は Ames の 408074 : The tests were made in the Ames 0- 
ー ト の 風洞 で 行っ た 。 ' by 80-Foot Wind Tunnel. 
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序論 一 一 ④ 


空気 は 見 えな いと いう 簡単 な 理 
由 の た め に 航空 科学 分 野 に お い 
て 包 流 の 目視 は ぼん や り と し た 


観察 で し か な か っ た 。 の こく ず 、 


毛糸 、 紫 外線 光 と 蛍光 塗料 の 入 
っ た 油 、 最 近 発 達し て きた レー 
ザ 光 線 、 そ し て 煙 は 気流 目視 の 
た め に 使用 きれ て いる 方 法 、 材 
料 で ある 。 


の こく ず の は 風洞 お よび 、 そ の 
機器 の 保守 を むず か し くす る 。 
毛糸 と 油 は 模型 の 表面 上 の 流れ 
し か みえ な い 。 

レー ザー 光線 は 現今 の 段階 で は 


TNTRODUCTTON 一 一 - 4 


In the field of aeronautical 
science, the flow visualization has 
been a nebulous observation simply 
because air is invisible. The use of 
saw dust, tufts, fluorescent dye in 
oil with black light, a recently de- 
veloped laser beam and smoke, are some 
of the methods and materials used to 
attempt flow visualization. 

The use of saw dust increases the 
difficulty of maintenance in the wind 
tunnel and its associated equipment. 


The tuft and oil methods show flow on 


気流 目視 の 目的 に は まだ 未完 成 
で ある 。 い か な る 方 法 を 使用 し 
て も 風洞 内 に いれ る 物 は 、 無 腐 
食 、 無 毒 で 、 そ の 装置 の 取扱 い 
は 安全 性 に 富ん で いな けれ ば な 
ら な い 。 


煙 は 現存 する 方 法 の 中 で 最良 の 
性 質 を 有する よう に 見 うけ られ 
る 。 初期 の 段階 で は 腐朽 し た 木 
が 煙 の も と と し て よく 〈 使 用 きれ 
た (参考 文献 1 と 2 )。 し か し 木 
を 燃 し て で る 煙 は 目 を 痛め 、 タ 
ー ル の 蓄積 の も と と な る 。 
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the surface of the model. The laser 
beam has not yet been perfected as a 
useable tool for this purpose. What- 
ever the method used, the substance 
introduced into the tunnel should be 
non-corrosive, non-toxic, and the equi- 


pment must be safe to handle. 


The use of smoke appears to com- 
bine all the best characteristics of 
available methods. In the early days, 
rotten wood was the popular source of 
smoke, (Ref. 1 and 2). However, smoke 
production by the burning wood was an 
eye irritant and caused an accumulation 


of tars. 
ー55 一 
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油 を 蒸発 させ る 種々 の 方 法 が 木 | The technique of evaporating oil 
DMO ARTS ROM : 
介さ れ た (参考 文献 2 )。 te : 
の 研究 は 英国 、 豪 州 に て も 発表 | Eliminate some of the problems of the 
され て いる (参考 文献 3.4.5)。 | 
° d k Ref. 2). The stud f 

米国 に お いて は プリ ンス トン 大 | MOS smoke, (Ref. 2) こう て マツ ° 
学 が 石油 を 使っ て 発煙 を 行っ て : smoke generators has also been report- 
いる (参考 文献 6 )。 


by various methods was introduced to 


ed in England and Australia, (Ref. 3, 
4, and 5). In the United States, Prin- 
ceton University produced smoke using 


kerosene, (Ref. 6). 


ZH bETNRTDHELESM, : All of these methods require com- 
また は 衛生 の 面 か ら 、 か な り 複 : 
雄 な 装置 を 必要 と する 。 ス ウェ ー | 
デン の Sellberg は 彼 の 発煙 器 に : son of either safety or health. Sell- 
関し て レポ ー ト を 発表 し て いる | 
(参考 文献 7 )、 彼 は 煙 を 出す た : 
め の 燃 料 に "white spirit”"t £ : subject of his smoke generator, (Ref. 7). 


plex set up of equipment for the rea- 


berg of Sweden wrote a report on the 
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ば れる 液体 を 使用 し た 。 ワ シン  : He used what he called "white spirit" 
トン 州立 大 学 宇宙 航空 工学 科 で : 
は 彼 の 発煙 器 を 設計 改善 し て 商 to produce the smoke. The design of 


品 と し て 市 販 さ れ て いる いく 〈 く 種 [ his smoke generator was modified and 

類 か の 燃料 を 試み た 。 
several commercially available liquids 
were tested at the Department of Aero- 
nautics and Astronautics, University of 
Washington. 


この レポ ボー ト は 、 ワ シン トン 州 [ This report presents the design 
立 大 学 で 現在 使用 し て いる 発煙 : 
器 の 設計 お よび その 結果 を 記す 。 and results of the smoke generator now 


in use at the University of Washington. 
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S7 研究 方 法 ・ 研 究 材料 に つい て の 例 


wR BREE (方 法 、 材 料 ) の 例文 : 


照射 は Kellen と Weiss に よっ て 
述べ られ て いる よう に 逐 響 を 受 
ける 。 山 点 は Kofher プ ロッ ク に 
tote Le, クロ マト グラ 
フィ ー に 使用 し た アル ミナ は 


Savory and Moore 社 (ロン ドン ) : 


の も の で あり Brockmann の 方 法 
に より 標定 し た 。 酸 で 洗浄 し 
た アル ミナ ” は この アル ミナ を 
18% tame C80~90° に 保ち 2 時 
削 処理 し その 後 メ タ ノ ー ル て 洗 
ぃ 130" で 2 時間 乾燥 し た も の で 
ある 。 


Experimental (Method and Material) 


Irradiation was effected as described 
by Keller and Weiss®) M.p.s. were taken 
on a Kofler block. 

Alumina used for chromatography was 

from Savory and Moore (London), stan- 
dardized according to Brockmann, "acid- 
washed alumina’ was prepared by digest- 
ing this alumina with 18% hydrochloric 
acid at 80 ~ 90° for 2 hr; washing it 
extensively with water, then with meth- 


anol, and drying it at 130° for 2 hr. 


有機 基質 は Eastman -Kodak 社 
の 邊 レベ ル 級 の を ステ アリ ン 酸 
以外 は その まま 使用 し た 。 


ステ アリ ン 酸 は Brown と Kolb の 
提案 し た 方 法 に よっ て 精製 し た 。 
即ち この 酸 は 一 20* で 蒸溜 直後 
の アセ トン より 再 結 曲 し 64ー68" 
/6mm で 48 時 間 著 燥 し 、 な まし た 。 


結果 は 表 中 に ぶし て ある 。 

ステ ロイ ド 溶 液 (通常 200 m) は 
通常 15 時 間 照 射 (205 kv; 15mA) 
し た 。 そ の 後 溶媒 を 減圧 下 で 
除き 、 残 っ た 固体 は 真空 中 で 
乾燥 し 溶 離 クロ マト グラ フィ 
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The organic substrates were Eastman 
Kodak White Label grade and were, with 
the exception of the stearic acid, used 
without further purification. 

The stearic acid was further purified 
in the manner suggested by Brown and 
Kolb; the acid was recrystallized at 
-20° from freshly distilled acetone 
then dried and annealed at 64~68°/6mm 
for 48 hours. 

The results are shown in the table. 
The steroid solution (usually 200 ml.) 
was irradiated (205 kv. ; 15 mA) for, 


usually, 15 hr. The solvent was then 
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— ( Reichstein ) で 調べ た 。 ス 
Fat EH TLE FOI, HI 
ち 両 流出 物 の 容量 比 は 1g : 
30g : 100ml CH 7%, Abt 
[LEN THRAH OL CH 
ー テ ル ( 沸点 60-80*" ) と ベン 
ゼン は 荷 性 ソー ダ と 共に 、 エ 
ー テ ル と クロ ロホ ルム は 塩化 
カル シウム 上 で 、 メ タ ノ ー ル 
は マグ ネ シ ウ ム メ トキ ンド 上 
Cui lL CHIR Lf. 化合 
OT SAPS HE ia) en eee 
mga, FO PhLAPLMNA. 
直 に より 行っ た 。 


removed under reduced pressure and the 
residual solids were dried in a vacuum 
and examined by elution chromatography 
(Reichstein); The ratio, steroid: alu- 
mina: volume of each fraction of eluant, 
was lg: 30g: 100ml. All the solvents 
were reagent grade and were purified by 
distillation' petroleum ether (b.p. 60 

~ 80°) and benzene over sodium hydrox- 
ide, ether and chloroform over calcium 
chloride, and methanol over magnesium 
methoxide. Identities were established 
by crystallization, m.p. and mixed m.p., 
and the positions on the chromatographic 


column. 


HHA IE AIX BET S FREE b th 
本 的 に ステ ロイ ド の と 同じ で 
あり 、 例 外 は その 事 を 明示 し 
た 。 生 成 物 の 他 の 操作 法 に 関 
し て は 、 次 に 記す 。 


支 研 究 方 法 の 例文 


KOR 


豆 点 は Kofler block で 測定 し 、 


修正 し て ある 。 分析 は 佐藤 氏 
& GRAD 2 7 2 ( fae) or 
折 室 の 職員 に よっ て 行わ れ た 。 
U . V 吸収 は Hilger -Spekker 
と UnicamS . P .500 分 光 問 
を 用 いて 田中 氏 が 測定 し た 。 
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The procedures for the other substrates 
are essentially identical with those of 
the steroids, the exceptions being in- 
dicated. Additional work on the pro- 
ducts is recorded in the following 


notes. 


Experimental 
M.p.s. were taken on a Kofler block 
and are corrected. 
Analytical data were determined by Mr. 
Sato and the staff of the microanalyti- 


cal laboratory of this department. 
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赤 外 ス ペク トル は Grubb-Parsons | 
社 の 単 一 光 分 光 器 を 用 いて 、U. : 
Waight 博 士 の ご 好意 に よっ て 測 | : 
定 し て 頂い た 。 

赤 外 吸 収 強度 は 冠 性 的 に 

1 (非常 に 強い )、 2 (強い )、3 
(中 程度 ) で 示し て ある 。 


3.3.5- ト リ メ チ ナチ ル シク ロ へ キサ 
ンジ ガル ボン 酸 一 イソ フォ ロン 
(100g ) は エナ ル ア セ テー ト 

(200g ) 中 酸化 白金 状 で 水素 添 
加 し 、3.3.5- ト リ メ チ ル シ ク ロ 
ー へ キサ ノン (90g, 89% ) rR 


Ultra-violet absorptions were deter- 
mined by Miss Tanaka using a Hilger- 
Spekker and Unicam S.P. 500 instru- 
ments. Infra-red spectra were kindly 
determined by Dr. U.Waight, using a 


single-beam Grubb-Parsons instrument. 


The intensities of the infra-red absorp- 
tion bands are indicated qualitatively 
by 1(very strong), 2(strong), or 3(medi- 
um). 

3, 3, 5D-trimethylcyclohexane dicarbox- 
ylic acid-isophorone (100g) in ethyl 
acetate (200g) was hydrogenerated over 


platinic oxide, to give 3, 3,5-trimethyl- 


68°/15mm, N 1.4492(Skita% 
参照 ) が 得 ち られ た 。2,4- ジ ニ ト 
ロフ ェ ニ ル ヒ ドラ ゾン は メタ ノ 
ー ル 中 で 板 状 で 結晶 し 、 融 点 は 
11I5~116C で あっ た 。 

(分 析 値 : C, 56.0 , H,6.4; 
N, 17.5 %) ( Morgan (1933) 
ら は 融点 145 て 147 で て と 記し て い 
る が 多分 異性 体 に よる 人 為 で あろ 
う 。 実際 彼 等 の 誘導 体 は ジ ヒ ド 
ロイ ソフ ォ ロ ン か ら の で は な く 
イン ソン フォ ロン か ら の で ある と 思 
われ る 。) 
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cyclohexanone (90g, 89%) , bp. 68°/15mm, 

9 1.4492 (cf. Skita). The 2,4-dinitro- 
phenylhydrozone crystallized from metha- 
nol in plates, m.p. 115~116°C (Found: 
C,56.0; H, 6.4; N。17.3 Cis H» OxNy re- 
quires 0456.25 H,6.3: N,17.5%). (Morgan 
et al (1933) give m.p. 145~147°, pre- 
sumably due to an isomer; alternatively 
it seems possible that their derivative 
was, in fact, that of isophorone and 


not of dihydroisophornone. ) 
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eC EEE 


Ww GK 


11) 
鉄 は Man の 使用 し た も の と 同じ 
粗 成 の も の を 使用 し た 。 試料 調 
整 法 も 同様 で ある 。 


ます 予備 研究 で は 新しく か いた 
鉄 の 試料 を 四 種 の 100 ml ビー カ 
ー に 入っ た 抑制 剤 の 0.1N mH 
中 に 完全 に 浸け た 。 VU etl 
た 後に も 腐 般 は 見 られ な か っ た 
の で 0.1N 浴 液 を 本 研究 を 通し 
て 使用 し た 。 


Materials 


. The iron used had the same composi- 
tion as that used by Man; The method 
of preparing the specimens was also 
identical. 

In a preliminary investigation, freshly 
abraded specimens of iron, about 1 em” 
were totally immersed in 0.1 N-solutions 
of the four inhibitors, contained in 100 
ml beakers; it was found that no corro- 
sion occurred after 4 weeks' immersion, 
consequently 0.1 N-solutions were used 


throughout this investigation. 


支 十 分 な レイ ー ノ ー ル ズ 数 と 正 
確 な 流れ の 測定 が 得 ら れる よう 
に 模型 風 油 は 可能 な か ぎり 大 き 
くす る こと が 繝 ま れ た 。 


支場 所 に 制限 が ある か ら 模 型 風 
油 は で きる だ け 小 さく する 。 


We 最終 的 に 縮 以 は 1/8 を 選定 し 
た 。 
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It was desired that the model tunnel 
should be as large as possible in order 
to obtain an accurate flow survey and 


reasonable Reynolds Number. 
Space limitation dictated the scale of 
the model tunnel to be as small as 


possible. 


The final scale was selected to be 1/8. 
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S8 参考 書 目 (BIBLIOGRAPHY, 
REFERENCE or LITERATURE 
CITED) の 例 


久本 文中 で 次 の 例 の 如く 参照 し た 箇所 の 肩 に 1, 2, 3 …… と 番 
号 を つけ , それ に 相当 する 番号 を 文献 名 の 前 に 書き ます 。 但 し 、 
雄 誌 に よっ て 特別 の つけ 方 を 指定 し て いる も の が あり ます が 、 い 
ずれ に し て も 論文 中 に お いて 統一 され る こと か 必要 で す 。 


4 
In 1950, Ramsey derived an equa- 


tion for the averaged chemical shift 


for ... 


23 
The well known results tor pairs 


of like and unlike spins are ... 
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S9 引用 文 (Quotations) の 例 


Quotations は 誰か の Statement を 引用 し た 場合 に 
7 (Quotation Marks) , ‘ * (Single Quotation 
Marks) ) や イタ リッ ク に し た 文字 を 使用 し て 書き 入れ ます 。 


M Indirect Quotation は “ を 使わ ず に 下記 の 例 の よう に that 
を 用 いま す 。 勿論 、 必 要 な 部 分 の み で 
① 完 全 な 文章 を 省略 し た 場合 


② 文 の 始め の 言葉 を 省略 し た 場合 

③ 文 章 中 で 言葉 を 省略 し た 場合 

に は ・・・ を 用 いて 省略 し た こと を 示し 、 文 の 終り の 部 分 を 省 
略し た と き に は ・・・・ を 用 いる の が 通例 で す 。 

な お 、 工 学 論 文 に は この Quotations は めった に 使わ れず に 、 内 
容 を 自分 の 言葉 で 書き 直 1. 参 考 文献 と し て 、BIBLIOGRAPHY 
に 論文 名 を 記入 する の か が 実情 で す 。 

また 、 論 文中 に 引用 文 を 挿入 する と き に 用 いる 語句 (Introductory 
Phrases) と し て は 、accordnig to ..., it is shown... , 
it is stated in..., in Ref. 3, .…… が 最も よく 使用 され 
て いま す 。 


—- i sind SC ° Bets HO HL BE uM) と 天下 


1 ) 
1 
Dirac was led to state that the 
underlying physical laws necessary for 


・ were thus completely known ... 


2) 
6 。 
Einstein wrote, ..., that for, if 
the statistical quantum theory did not 


pretend ... 
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S10 Footnotes の 例 


@Footnote を 使う 場合 に は 、 主 と し て 二 つ の 場合 が あり 、 
① 文 献 よ り デ ー タ 、 式 、 事 実 その 他 を 引用 し た 場合 その 箇所 の 記 
に 番号 を つけ 、 同 じ ペ ー ジ の 下 に footnote と し て 、 出 典 、 著者 
名 等 を 明記 し ます 。 (bibliography と し て 終り に まとめ る 場合 
も あり ます 。) 

② 次 に , 本 文中 の ある 箇所 を 詳し く 説 明 す る 場合 及び 著者 に つ 
いて 付記 する と き に も 用 いま す 。 

次 の ベー ジ の 例 が その それ ぞ れ を 示し ます 。 


DA ed C+ Be ROD RAMS BE eM & ASH 


fil (1) 


リー een | 3 
Schmid 及び Heilbronner は 後者 の | Schmid and Heilbronner found that 
反応 の e を は アル デ ヒ ド と その ラ |} 」 
ジ カ ル の 間 の 分 子 軌道 エネ ル ギ : the €3 for the latter reaction corre- 


ー の 差 の 計算 値 と 密 な 関係 が あ : lates well with an MO energy difference 


る 事 を 発見 し た 。 こ れ ら の エネ | 
ルギー 値 も 又 …… : calculated between the aldehyde and the 


34 
radical. Their energy values also... 





33 R.W. Schmid and E. Heilbronner, 
Helv. Chim. Acta, 37, 1453 (1954). 


アル デ ヒ ド の 計算 は ho =2, 「 3h Aldehydes were calculated with ん o = 
kco= ソ 2 を 用 いて な され た ラジ | 。 2・ 

カル アニ オン は それ に 対応 する : oe radical anions were treated as 
炭化 水素 の ラジ カル と し て 取り | the corresponding hydrocarbon radi- 
扱っ た 。 即 ち ー0 一 を な くし た ! cal; i.e., the w-system with the 
T—HRELT. PrN PVP : -O- dropped. Overlap was included. 


(重り 積分 の 事 ) は 竹 ま れ て いる 。 
ー74 一 
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第 二 音 
論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


S1. 文 の 書き 出し と 進行 に ふ ふ さ わし い 型 と 用 例 


ー と いう こと を 指摘 する の が 本 3 It is the purpose of this paper to 

報 (本 論文 ) の 目的 で ある 。 : point out that ... 

現在 に お ける 研究 の 目的 は 一 1 The purpose of the present investiga- 
: tion is 

この 報告 書 の 目的 は いか に 一 で 3 The purpose of the・present note is to 

ある か を 証明 する こと に ある 。 show how ... 

この 論文 の 目的 は 、 も っ と 詳細 | The purpose of this paper is to inves- 

に その 状態 (状況 ) を 吟味 する こ : tigate the situation in more detail. 

と に ある 。 


この 論文 で は 、 我 々 は ーー を 取り 
あげ て いる 。 


この 論文 で は 、 我 々 は ー の 実験 
的 研究 を 述べ て いる 。 


本 報 (本 論文 ) で は 、 我 々 は ー を 
試み る 。 


ー に 対し て 二 、 三 考察 し て みよ 
う 。 


本 稿 で は ーー に つい て は 省略 する 。 
最近 筆者 ら が 手がけ て いる 一 の 


ニニ 、 三 に つい て 、 そ の 実際 を 紹 
介し た いと 思う 。 
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In this paper we deal with ... 


In this paper we describe an experi- 
mental study of ... 


In the present paper, we shall try to 


Let us [or We] discuss a few points 
about ... 


is omitted in this text [or here] 


We will introduce [or discuss; outline] 
a few of our recent studies. 


2 


筆者 ら は 早く か ら こ れ に 留意 し 、 


この 研究 に 取り か か っ た の で あ 
る が 、 こ こ に よう や く 成 功 の 賭 
光 を 見 出す こと が で きた 。 


第 1 、 第 2 報 で て に つい て は 報 
告 し た の で 、 今回 は ーー に つい て 
報告 する 。 


特に 注意 すべ き 間 題 を 部 分 的 に 
取り 上 げ て 本 誌 に 掲載 する 。 


ー に つい て の 報告 は 殆 ん ど 見 当 
ら な い の で これ を 究明 する こと 
に し た 。 


結局 いずれ の 論文 も - に つい て 
は まっ だく 明らか に し て いな い 


論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


O 


Realizing this point early, the authors 
commenced a study of this subject and 
recently [or finally] successful re- 
sults have been obtained. 


。 was discussed in the first and 
second reports. This time I plan to 
ellaborate on [or discuss] ... 


We will choose sections of the problem 
to which the attention should be drawn 
and publish them in this journal. 


The paucity of reports on ... prompted 
[or encouraged] us to investigate it. 


After all none of the reports clarified 
~ at all. 


最近 の 論文 に は 、 


最近 の 論文 で 、 小 林 氏 が 1964 年 
に ーー で ある と 主張 し て いる 。 


こら の 最近 の 論文 を 中 心 に 紹介 
する 。 


種々 論議 が な され て いる の で 、 
この 問題 に ふれ て みた いと 思う 。 


※ こ の 点 に つい て 一 を 論ずる ( 検 
討 す る ) こ と は 興味 深い 。 


山田 、 鈴 木 ら に よっ て 一 と いう 
こと が 提議 (提案 ) さ れ て きた 。 
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In a recent paper, 


In a recent paper, Kobayashi (1964) 
claimed that ... 


We introduce ... centred on ~ 's re- 
cent paper. 


We mainly introduce ~ 's recent paper. 


Since there have been many discussions 
about this problem, we will further ex- 
amine it. 


It is interesting at this point to dis- 
cuss 


It has been suggested by Yamada and 
Suzuki that 
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これ ら 二 つの 見 解 を 主 対象 と し 
て 論議 を すす め る こと に する 。 


ー の 内 容 に つい て 簡単 に ふれ る 
こと に し た い 。 


詳細 を 発表 する に は 、 な お 多く 
の 細か い 研 究 が 残っ て いる が 、 
筆者 ら の 研究 の 一 端 に 触れ る 。 


編集 部 の 注文 に 従っ て 、 以 下記 
述 す る こと に する 。 

編集 部 を 通じ て 筆者 が 受け と っ 
た 質問 で ある が 、 以 下 、 こ の 問 
題 に つい て 説明 し た いと 思う 。 


我々 が 見 て きた よう に 、 問 題 は 
結局 一 と いう こと に な る 。 


I 


We continue the discussion on both view 
points. 


I would like to mention simply the con- 
tent of ... 


More detailed [or Further] research is 
necessary but we outline the study. 

(これ は 不 自然 な 言い 方 で す 、 次 の DM MOKRE TSH, ) 

This is a preliminary report. 


We describe the following according to 
a request from the editor. 


We answer the questions which the edi- 
tor has forwarded to us. 


As we have seen, our problem has been 
reduced to 


序論 で 述べ た よう に 、 こ の 研究 
の 中 心 と な る 間 題 は … 


まず これ か ら 先 に 述べ る こと に 
する 。 


これ ら の うち 重要 な も の に つい 
て 筒 単に 述べ る 。 


ー の 大 要 に つい て 述べ る こと 
に する 。 


順次 述べ て ゆく 。 


ます ず 、 使 われ る 用 語 を 解説 し て 
お く 。 


必要 な 基礎 知識 に つい て 解説 し 
て お く 。 
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As stated in the introduction the cen- 
tral problem of this study is 


I shall discuss this first. 


We (will) mention briefly the impor- 
tant items [or ones] among those. 


We describe the outline of ... 


We explain [or describe] ... in order. 


The terms used will be explained first. 


I shall explain the necessary funda- 
mentals. 
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重大 な 課題 と し て 、 次 の 諸点 を 
あげ る 。 


少し 古い 時 代 の こと か ら 、 庄 を 
始め る 。 


更に 話 を 一 の 問題 に すす め て 、 


し か し な が ら 、 も っ と も 重要 な 
Hli~ CHA, 


し か し な が ら 、 説 明 す る の は か 
Zo") HE Lv», 


数 多く の 議論 が な され て 来 た 。 


ー と いっ た 立場 か ら も 論じ られ 
る 。 


The important subjects are as follows: 


Let me begin the story [or this talk] 
by discussing something rather old. 


Let us discuss [or examine] in more 
detail the problem of ..., 


The most important point, however, is 
that ... ° 


However, we have a very great difficul- 
ty to explain ... 


Many arguments have been made [or pre- 
sented], 


is discussed from the point of view 
that 
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訪 議 上 の 問題 点 は 、 一 の 三 つ に : The points of discussion are essential- 
ある と 考え られ る 。 : ly those three which ... 

今 は 、 関 連 し た 問題 を 考え て み : Let us now consider a related problem. 
よう 。 3 

我々 は 一 に 注意 を 集中 させ た い | We wish to focus attention on... 

と 思う 。 

ー に つい て の 議論 は ここ で は 必 : A discussion about ... is not necessary 
要 な い 。 : here. 


It is not necessary to discuss ... here. 
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§ 2. 研究 (研究 者 、 研 究 費 ) に 関す る 表現 


教室 で の 研究 の 一 部 を 紹介 する 。 


(一 は ) 研究 の 対象 に と りあ げ 
られ て いる 。 


研究 対象 と し て 選ん だ 


ー は 古く か ら 詳 し 〈《 研 究 さ れ て 
いる 。 


ー は 活発 に 研究 され て いる 。 


We will introduce a part of a ~ (done) 
[or (completed] in this laboratory. 


. has become a [or the] theme of 
research. 


( 注 ) aー 一 多く の うち の - -->, the 





iE- -—> 


・ was chosen as the subject of the 
study [or research topic] 


- has been investigated in detail for 
a long time 


is being investigated very active- 
ly 

18 very actively being investigat- 
ed. 


ー の 研究 を 精力 的 に 進め て いる 。 


ー の 研究 は 地道 に つづ けら れ て 
いる 。 


くわ し くく 研究 され た 。 


ー に つい て は 当所 で も 研究 し て 
きた 。 


ー が A 氏 に よっ て 提出 され て 以 
来 、 非 常に 多く の 研究 が 為 き され 
て 来 た 。 


ー に 関す る 問題 は 、 従 来 よ り 多 
く の 研 究 者 に よっ て 研究 され て 
いる が 、 特 に A ら に よる 研究 は 
著 明 な も の で ある 。 
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(person) is making a dynamical study 
of... 

is studying ... dynamically 
The [or A] study of ... 
tinued steadily. 


is being con- 


Close investigation has been made. 


- has been studied also in our labo- 
ratory. 


Many [or A large number of] studies 
have been done since Mr. A presented 
[or proposed] ... 


The problem of ... has been studied by 
many researchers among whom the study 
of A et al is especially excellent. 
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同じ よう な 研究 報告 が その 後 な 
され て いる 。 


過去 に お ける この 種 の 研究 は 見 
当たら な い 。 


この 部 分 で は 、 我 々 は 一 を 研究 
し た いと 思う 。 


今後 の 研究 に また ね ば な ら な い 。 


今後 の 研究 が 必要 で ある 。 


つづ け て 今後 の 研究 が の ぞ ま れ 
る 。 


Similar reports [or studies] have been 
published [or reported] 


GE reports と reported の 併用 は 不可 ) 


Reports of this type of research [or 
study] have apparently not been pub- 
lished to date. 


In this section we wish to investigate 


We must leave this for a future study. 


Further investigation [or study] is 
necessary. 


We hope this kind [or type] of study 
will continue. 


ー よ り も 一 歩 突 込ん だ 細か い 試 
験 研究 が 要求 され る 。 


研究 が 微妙 な 領域 に 入る 。 


失敗 を 詳細 に 検討 する こと が 研 
究 に 新しい 道 を 開く 。 


この 研究 は 、 い ま 始 まっ た ば か 
リ り で ある 。 


この 種 の 研究 は まだ 始ま っ だ た ば 
か り で 、 そ の 前 途 が 期待 され る 。 


これ に つい て あら ゆる 角度 か ら 
の 追求 が な され て いる 。 


ー の 研究 に 対し て 新しい 見 通し 
が つい た 。 
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More detailed [or thorough] experimen- 
tal research is required. 


The research enters a delicate phase, 


The careful examination of the mistakes 
will lead to a new way in research. 


This (type of) research has just been 
started [or begun], 


This promising field [or type] of re- 
search has just begun. 


Investigation from all approaches is 
being carried out. 


A new path has opened in the research 
[or study] of ... 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


(と いう こと が ) 明 らち か と な っ て 
急 に 研究 の 道 が 開け た 。 


研究 法 の 進歩 が めざまし い 発 展 
を も た らし た 。 


研究 は 発足 以来 良好 な 結果 を 与 
えて いる 。 


この 分 野 に お ける すべ て の 研究 
が 終っ だ た わけ で は な い 。 


A 氏 の 研究 結果 が 非常 に よい 手 
引 と な っ て いる 。 


広い 専門 分 野 の 研究 者 の 共同 研 


Fe 


After ... became clear [or well under- 
stood], the path for the study [or 
research] opened rapidly. 


Rapid [or Great] development followed 
the improvement of the research tech- 
nique [or method]. 


The research [or study] is yielding [or 
giving; producing] good results since 
it was started. 


Not all studies in this field are nece- 
ssarily complete. 


The study by Mr. Ais a very good exam- 
ple. 


cooperative [or joint] study by specia- 
lists of wide fields 


ー の 研究 を 行なう た め の 基 礎 的 
研究 と し て 


この よう を な 発展 過程 か ら 見 る と 、 


ー は 現在 も っ と も 研究 の 遅れ て 
いる 末 解 決 の 分 野 で ある 。 


理論 と 研究 手段 の 進歩 に よっ て 
この 種 の 研究 が 可能 に な っ て き 
た 。 


その 研究 努力 に 比べ て 、 挙 っ て 
いる 成果 は それ は ほど で も な いよ 
う で ある 。 


研究 内 容 も 、 用 いら れる 研究 方 
法 も 多種 多様 で ある 。 


この 種 の 研究 は 能率 が 悪く 、 時 
間 、 労 力 、 費 用 が か か り 、 成 功 
する こと BATA, 
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as the basic research for the study of 


Considering such progress, . is the 
field which is the most tardy in re- 
search and is yet unsolved. 


This type of research became possible 
through development of theory and re- 
search techniques. 


The achievement is not very notable 
considering the effort(s) put into the 
research. 


There is a variety not only of research 
topics but also of research techniques. 


This type of research is inefficient, 
laborious, tedious, expensive and pro- 
bably unsuccessful. 
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研究 が 進む と と も に 、 型 の 分 類 、: 


名 称 が 変っ て きた 。 


分 類 の 方 法 は 研究 の 目的 に よっ 
Ti# 7, 


他 の 研究 結果 と ほ ば 似 た 傾向 を 
示し た 。 


今年 の 年 会 報告 を 見 る と 、 こ の 
種 の 研究 例 が 多く 見 られ る 。 


基礎 的 な ら び に 応用 的 研究 
日 本 独自 の 研究 
イギリス と アメ リカ の 共同 研究 


に より 


As the study progressed the classifi- 
cation of the various types and nomen- 
clatures have changed. 


The method of classification depends 
on the purpose of the research. 


showed results approximately simi- 
lar to those of other studies. 


Many people discussed this type of re- 
search at this year's annual conference. 


basic and applied research 


research [or study] unique to Japan 


from the joint [or cooperative] re- 
search by the U.K. and the U.S.A. 


(U.K. = United Kingdom, イギリス ) 


研究 員 の 派遣 や 豊富 な 文献 の 交 
流 と 相まって 、 ま すま す 研 究 の 
効果 が あがる で あろ う 。 


ー に つい て の 研究 は 日 本 より も 
歴史 の 古い 欧米 で は 、 


公 的 機関 の 研究 成績 が 望ま れる 。 


ー に 関す る 研究 を 続け て いる 研 


究 所 を 歴訪 し て きた 。 

研究 者 は この 間 題 に 真剣 に 取り 
組む べき で ある 。 

研究 の 自由 と 研究 者 の 開拓 者 精 


神 が 重 要 で あろ う 。 
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With exchange of scientists and pub- 
lications, this field of research will 
expand. 


In western countries where the history 
of the study of ... is longer than in 
Japan, 


We hope that the public research insti- 
tutes will produce some achievement. 


We visited the research institutes 
where ... 1s being studied. 


The researchers should study [or in- 
vestigate] this problem sincerely [or 
honestly]. 


Freedom in research and an inquisitive 
mind are important to researches. 


2H 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 
研究 者 間 の 討論 が 不足 し て いる 。 
その 研究 者 の 数 が 非常 に 多い の 


に 、 画 期 的 な 研究 が 少な いう ら 
み が あ る 。 


必要 な 子 算 、 人 員 、 期 間 を 明示 
し 、 最 後に 研究 者 の 履歴 書 を 付 
する 。 


本 研究 の 一 部 は 厚生 省 科 学研 究 
費 に よっ た 。 


政府 の 研究 資金 は 民間 研究 機関 
お よび 大 学 に 支給 され る 。 


There is not enough discussion among 
the researchers. 


It is regretful [or a pity] that, in 
Spite of the large number of research- 
ers, only a few good studies have been 
done. 


The necessary funds [or budget], per- 
sonnel, and required research time 
must be stated and at the end the per- 
Sonal histories of researchers must be 
attached. 


A part of this research was supported 
by scientific research fund from the 
Ministry of Welfare. 


The government research fund is dis- 
tributed to private research organiza- 
tions and universities, 


どこ か ら の 補助 金 を 受け て な さ 
れ た も の か を 明記 する 。 


研究 資金 を 獲得 する 。 
ぼう 大 な 研究 開発 費 を 投じ る 。 


研究 室 は 、 そ の 研究 の 詳細 な 計 
画 書 を 所 定 の 期日 まで に 提出 す 
る 。 
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identify [or name] the financial spon- 
sors (of this study) 


acquire the research funds 


spend very large amount of money on 
research and development 


The research laboratories of companies 
and universities must submit their de- 
tailed research project before the clos- 
ing date, 
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簡単 な 実験 を 行なっ て みよ う 。 
二 、 三 の 実験 を 行なっ た 。 
筆者 は 次 の よう な 順序 で 実験 を 
行なっ た 。 


これ に つい て 次 の 実験 を 行なっ 
た 。 


理論 に 用 いら れ た 仮定 の 妥当 性 
を 検 計 する た め の 実 験 


本 実験 に 用 いた ーー は 、 


I 


§ 3. 


実験 に 関す る 表現 


Let us try a simple experiment. 


A few experiments were performed. 


We tried [or did] a few experiments. 


The author carried out the experiment 
as follows: 

Following experiments on 。 were made: 
1. 
2 、 
3. 


experiments to determine whether the 
assumption used in the theory is good 


or not 


. used in this experiment is 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


実験 に 使用 し た ー の 処方 は 、 : The method of preparation used in this 
: experiment is 

以後 の 実験 に は 、 こ の 調製 法 に : Henceforth we use in our experiments 

よっ て 作製 し た 液 を 用 いて 実験 : the solutions prepared by this method. 

を 行なっ た 。 3 

実験 の 装置 図 を 図 1 に 示す 。 | The experimental apparatus is shown in 
: Fig. 1 

ERR WO FA CHS : within the limits of this experiment 

本 実験 規模 に お いて は | on the present experimental scale 

過去 の 実験 的 デー タ か ら 、 「 from the experimental data in the past; 
: from the previous results 

今日 の 実験 の み で は よく 分 ら な | .,, ig not known [or understood] well 

い 。 : from today's experiments. 

この 実験 か ら は 明らか で は な い | It is not clear from the results of this 

が 、 "experiment but 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


実験 試料 が 少な し * の で 結論 は 出 
せな い が 、 


定性 的 に は 実験 と -- 致 する 


実験 的 に 確か め る 
実用 上 き し つか えな いこ と を 見 


出し た が 、 そ れ を 実験 か ら 証 明 
する こと は 不可 能 で あっ た 。 


今後 さき ら に 実験 を 進め る 予定 で 
bd. 


山本 の 実験 は きわ め て 注意 深く 
な され た 高 精度 の も の で ある 。 


A conclusion cannot be drawn due to an 
insufficient number of experimental sam- 
ples,... 


agree qualitatively with experimental 
results, 


confirm experimentally 


The fact that ... does not prevent [or 
interfere with] practical usage was 
Suspected but it was not possible to 
prove this experimentally [or by ex- 
periment ]. 


Further experiments will be made [or 
carried out] in the future, 


Yamamoto's experiment was very accurate 
and done extremely carefully, 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


以上 の 実験 を 通じ て 次 の こと を | We conclude from the experiment describ- 
結論 する 。 : ed above that 
実験 結果 を も と に し て 考察 する | consider [or discuss] ... on the basis 


of experimental results 


私 の 研究 所 の 実験 結果 で も 、 | also our experimental results; also 
: those experimental results obtained in 
our laboratory 


ー に 及ば す 影 響 に つい て 実験 を | The results of the experiment on the 
を 行なっ た 結果 、 : effect of ... on... are 
実験 結果 を よく 説明 し うる ! Experimental results can be explained 

: well (by ... ) 
本 実験 で 得 ら れ た 結果 も これ ら ! Our experimental results agree approxi- 
と 大 体 一 致す る 。 : mately with those. 
心理 的 原因 が 働い て 実験 結果 を : Psychological reasons affect the ex- 
大 きく 狂わ す 。 : perimental results. 


B22 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


実験 結果 と 計算 結果 の 比較 


実験 式 で 示せ ば 


実験 式 は 原理 上 ー の 法則 の 変形 
と み ら れ る 。 


実験 の 範囲 に 適する 実験 式 


これ ら は 各種 実験 結果 を 総合 し 、 
次 元 解析 を 用 いて 得 た 若干 の 実 
験 式 を 示し た も の で ある 。 


動物 実験 が 行なわ れ て いる 。 


comparison of the experimental results 
with the calculated results 


If we show [or express] this by an em- 
pirical equation, 


Fundamentally empirical equation may be 
considered to be another form of ...'s 
law. 


an empirical equation which is appli- 
cable in the experimental regions 


They are some empirical equation ob- 
tained by dimensional analysis of vari- 
ous experimental results. 


Experiments are being carried out on 
animals. 


最近 で は 更に 研究 が 発展 し 、 臨 
床 実 験 に お いて も 証明 され て い 
る 。 


実験 例 と し て 、 実 験 四 を Table 
8 に 示す 。 


ー は 同一 実験 で 得 ら れ た 最低 値 
と 最高 値 で 示す 。 


つき の よう な 詳細 な 実験 に よっ 
て 得 ら れ た 実験 値 


実験 値 を 用 いて 計算 し 、 そ の 結 
条 を 曲線 人 と し て 示し て ある 。 


実験 値 は 非常 に ちら ば っ て いる 。 
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Recently further study has been done 
and ... has been proved even in the 
clinical experiments. 


As an example experiment III is shwon 
in Table 8. 


. is shown by the minimum and maxi- 
mum values obtained in one experiment. 


the experimental values obtained by the 
detailed [or careful] technique [or 
method ] 


The results are shown as curve A calcu- 
lated using the experimental values. 


The experimental values are very scat- 
tered. 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


実験 値 と 理論 結果 と の 比較 は よ : Experimental values agree well with 

く 一 致す る 。 : the theoretical results. 

その 限界 は 実験 者 の 主観 に よっ : The limit has been defined by the sub- 

て 判定 され て きた 。 : Jectivity of the experimentalist. 

各 研究 者 の 実験 法 に 差 が ある 。 + The experimental methods vary with the 
: researcher. 

今回 は 次 の 点 に つい て 補足 実験 : This time supplemental experiments 

を 行なっ た 。 : were performed on this point. 

動物 実験 に より 確か め て みる [ confirm by animal experiments 

実験 的 に 確か め ら れ て いる | 4... is confirmed experimentally 

実験 室 的 な 規模 で の ! on an experimental [or a laboratory |] 
| scale 

実験 室 的 に は いろ いろ すぐ れ た | Various good laboratory-synthesis me- 

合成 法 が 知ら れ て いる 。 : thods are known. 
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$S4. 試験 に 関す る 表現 


ー 含 有 の 有無 を 試験 する 目的 で : The purpose was to examine [or check] 
行なわ れ た も の で ある 。 : the presence of ... 

ー を 確か め た 後 、 本 試験 に 入っ | After ascertaining ... , the main exa- 
た 。 ' minations were carried out. 

実際 の 使用 状態 に 近い 条件 で 試 : test under the condition close to 

験 を 行なう : the actual use 

試験 中 の も の は : ones which are under examination 


技術 体系 を 確立 する た め に 試験 We have continued testing [or experi- 


を 続け て きた 。 | menting] to establish the technical 

' gystem. 
1963 年 より 試験 を 実施 し 継続 中 : Tests have carried out since 1963 and 
で ある が 、 現 在 ま で の 結果 を 報 : are still continuing; we report the 


告 す る 。 ' 。 Yesu1ts obtained so far. 
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第 2 章 座 文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


第 3 報 に 引 続 い て 、1965 年 お よ 


び 1966 年 に 実施 し た 試験 の 結果 
に つい て 報告 する 。 


試験 結果 は 5 個 の 測定 値 の 平均 
値 で が し た 。 


これ は 10 の 実例 に つい て の 試験 
結果 の 平均 値 で ある 。 


試験 結果 を 再 検討 する 。 


試験 期間 : 1968 年 10 月 1 日 一 1969 
年 3 月 10 日 
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ーー 」 


(Here) we report the results of exa- 
minations [or experiments] following 
the previous report (III) and done in 


1965 and 1966. 


The experimental results, shown, are 
the average of five measurements. 


This is the average value from ten 
test experiments. 


We reconsider the examination [or ex- 
perimental] results. 


the period of experimentation was from 
October lst, 1968 to March 10th, 1969 


$ 5. 


実態 を 調べ る 


現在 手がけ て いる 調査 研究 


< に つい て 調べ て みよ う 。 


詳細 に みる と 


率 統 的 に 調べ る 


当所 で 以前 に 調査 し た 結果 で は 


女 者 が 調査 し た か ぎり で は 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


調査 、 検討 に 関す る 表現 


investigate the actual conditions [or 
real circumstances | 


the present investigation; the investi- 
gation now proceeding 


Let's examine about 


if examined in detail 
investigate systematically 


according to previous investigations 
here 


as far as we investigate; within the 
limits of this investigation 


ー103 一 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 
われ われ の 調査 旅行 の 結果 


取 近 の 調査 の 結果 か ら 整 理 し て 
みる と 


調査 の 対象 と な っ た 一 


= DD dE TIL, OD iD 


ー つ の 間 題 で ある が 、 
~ の 分 布 を 調べ て みる と 、 
残り 100 品種 に つい て 調べ て み 


る と 、 
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I 


a result of our investigation tour 


after sorting [or arranging] the results 
of recent enquiries 


. which became the aim [or object; 
purpose] of this study [or investiga- 
tion ] 


In this type of investigation [or ins- 
pection], the choice of the technique 
[or method] is in itself a problem, 


If we study [or investigate; inspect] 
the distribution of ... 


When [or If] we check [or investigate; 
inspect] the remaining 100 kinds [or 
types] of ... 


現地 調査 で も は っ きり 確か め ら 
れ な か っ た Oo 


アン ケー ト 調 査 を 検討 する と 、 


1 年 間 ぐ らい か け て 検討 する 


必須 の 検討 課題 で ある 。 


NK & Rat L 


ー に つい て 検討 し た と ころ を と 
り ま と め る と 次 の 事 が いえ る 。 


ー の 適用 性 に つい て 検討 を 続け 
る 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


Even the on-the-spot survey did not 
disclose ... definitely 


When we examine [or study] the ques- 
tionnaire, 


examine for about one year 


。。 must be investigated; It is nece- 
ssary to investigate 


the improvement [or improved] plan is 
checked [or examined; studied] 
(iE) improved は 、 策 が 改善 きれ た も の 
improvement は 、 改 善 す る た め の 策 


The outline of the discussion about 
is as follows; 


continue investigating the applicabi- 
lity of ... 
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H2N 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


今 ま で の 検討 で 残っ て いる も の 
は 、 


これ に つい て の 詳し い 検 討 は つ 
ぎの 機会 に 譲る と し て 、 


前 報 (前 の 報告 書 ) に 引 続 い て こ 
れ ら の 点 に つい て 検討 する 。 
従来 か ら 行 な われ て きた 方 法 を 
再 検討 する 必要 が ある 。 

専門 の 審査 委員 に よっ て 十分 検 


討 さ れ た あと 許可 され 、 発 表 さ 
れる こと に な っ て いる 。 
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A thing which has not been discussed 
is 


We leave a detailed discussion about 
this for another opportunity, 


We (will) extend our investigations of 
...wWhich we have mentioned in our pre- 
vious paper. 


It is necessary to reconsider the me- 
thod which has been used. 


is to be reported [or published] 
after being checked [or investigated ] 
thoroughly and permitted by the specia- 
lized examiners. 


第 2 音 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


86. 表 , 図 , 写真 に 関す る 表現 


一 覧 表 と し て か か げ る 。 : ... is shown as a table. 

。 is tabulated. 
用 途 と その 使用 方 法 を 一 覧 表 に [ The applications and methods are tabu- 
し て 示す 。 [ lated. 


一 括 す る と 表 5、6 Mii) CHS. : This is summarized in Table 5-6. 


第 1 表 で 明らか な よう に | as is evident from (the) table 1 


この 表 を 一 見 し て わか る こと は 、 | What is evident from the table is ...; 


. is clearly evident [or seen] from 
the table. 


第 1 表 か ら 読み 取る 事 が 出来 る : ・・. can be seen [or read] from Table 1 
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第 2 剖 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


ー は 表 か ら 除 いた 。 


ー に 関す る 成 積 を 表 1 に 示す 。 


以上 に 掲げ た 表 か ら さ ら に 主要 
な 点 と 注意 事項 を あげ る と 次 の 
通り で ある 。 


表 は 読者 に 事実 を て っ と り 早 く 
明示 する 。 


図 1 は その 儀 子 を 示し た も の で 


ある 。 


これ は 第 1 図 で 明らか で ある 。 


図 1 は 特殊 な 例 を 示し た も の で 


ある 。 
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。 is excluded from the table. 

... is not shown [or included] in the 

table. 
。 is not tabulated. 


The results of ... are shown in table 
1. 


The noteworthy [or important] point 
from the above [or previous] tables 
are summarized as follows: 


Tabulated forms allow the facts to be 
read quickly [or easily]. 


Fig. 1 shows this effect [or fact; 
result | . 


This is clear from Fig.1. 


Fig. 1 shows the exceptional [or uni- 
que] example. 


(3 区 に 示す よう に 


以上 の よう に し て 得 ら れ た 実験 
結果 を 図 一 7 に 示す 。 


すでに いろ いろ の 実例 を 図示 し 
だ か"、 


構造 の 原理 を 図 16、10 に 示す 。 


この 考 染 は 、 人 従来 の 上 記 の よう 
な 欠点 を 除く だ た め に な され た も 
の で 、 こ れ を 図面 に つい て 説明 


偶数 頁 に 部 品 の 図 を 掲げ これ に 
対向 する 奇数 上 頁 に 部 品 表 を 掲げ 
る 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 
as in Fig. 3 


The experimental results which were ob- 
tained in the way described above are 
shown in Fig.7. 


Already various examples (of this) have 
been shown in the figures, 


The fundamentals of the structure is 
shown in Fig. 16,10 


This device helps to eliminate the dis- 
advantage described above; therefore, 

I will explain this in the figure 

[or this is explained in the figure ...] 


give the diagrams and tables on the parts 


on even and odd numbered pages, respec- 
tively 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


結果 を グラ フ に する と デー タ に 
つい て の 関係 が 一 番 は っ きり 現 
われ る 。 


ー つ の 曲線 上 に 幾つ も の デー タ 
を 表わす 


曲線 は な だ ら か と な り 、 終 末 点 
が 著しく くず れる こと が 明らか 
に な っ た 。 


点線 で 示す ご と く 
破線 で 示す ご と く 


ー を 示す peak と よく 一 致し て 
いる 。 
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When the results are shown graphically 
with respect to the data, the relation 
[or trend] is seen most clearly. 


express [or show] many data as one curve 


It became evident that the curve be- 
comes gentle and the end point is not 
obvious. 

as shown by the dotted line 


as shown by the borken line 


。 agrees well with the peak which 
shows 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


本 文 の 中 に で き る 限り 多く の 写 : We include as many photographs as 
真 を か か げ る の で 、 こ れ を 参照 : possible (in this article) and please 


し て いただき たい 。 ' refer to them. 
下線 部 分 は 必要 な く 、 英 語 で は 

むし ろ 無 礼 で す 。 

Please refer to the many photographs 

which we have included (in this arti- 

cle). 


SAMS AK Bae TS : photograph through the microscope 
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$ 7. 


具体 的 な 例 を 二 つ ほ ど あ げ ば てい 
まま で の 説明 の 理解 を 深め た い 
と 思う 。 

た だ これ だ け の 記述 で は 理解 し 


に くい か も 知れ な い の で 、 実 例 
を 掲げ て 説明 する こと に する 。 


紙面 の 都合 で 、ー の 全部 を ここ 
に 述べ る 余裕 が な い の で 代表 的 
な 数 例 を 紹介 する 。 

ー は その 好例 で ある 。 

僅か な 例 で は あっ た が 


も う 一 の 例 を あげ よう 。 
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Pil, 例示 に 関す る 表現 


Two (concrete) examples will be given 
to help [or aid; clarify] the expla- 
nation done so far. 


To clarify the description, a few exam- 
ples are given. 


Because we do not have enough space to 
describe every thing about ..., we will 
introduce a few typical examples. 


。 is a good example of 。 


are only a few examples 


Let us take [or give; consider] another 
example. 


30 例 中 12 例 


1 例 も 見 当ら な い 。 


例 が 普 し く 増 加 し て き て いる 。 


これ ら の 例 か ら 判 る よう に 、 


簡単 な 例題 を あげ る 


特殊 な 例 


ー つ と も 俺 端 な 例 で ある 。 


少数 の 例外 を 除き 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 
twelve out of thirty examples 


This has not been reported in the litera- 
ture. 


The examples have been proliferating at 
a remarkable rate. 


as seen from these examples 


. will give some simple example pro- 
blems 


an exceptional example 
Both are extreme examples. 


with only a few exceptions 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


S8. 文献 ・ 資 料 ・ 引 用 ・ 参 照 に 関す る 表現 


ー 方 面 の 文献 書 は 数 多く みう け | There are many books about [or in the 
られ る 。 | field of] ... 

ー に 関す る 資料 を 集め て 、 文 献 ( A literature survey was carried out on 
調査 を 行なっ た 。 : the data concerning ... 

不足 な 点 は 引用 文献 を も っ て 補 : For further discussion the reader should 


っ て いた だ きた い refer to... 


手元 の 文献 を 渉猟 し た 範囲 で は | within the limit of the literature which 


we searched 、 、 _- 
(こう いう こと を 科学 論文 に 書 
〈 事 は 非常 に dangerous TT ) 


広く 文献 を あさ っ た に も か か わ : In spite of an extensive literature sur- 


ら ず 、 満 足 の ゆく よう な 結果 は : vey, sufficient information could not be 


得 ら れ な か っ た 。 : obtained. 
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BRICKS AT 
MR LI-ERGELT OS 
うち に ーー 


文献 を 本 文中 の 引用 個所 に 括弧 
し て 入れ る 


引用 文献 の 記載 事項 は 1 個所 と 
いえ ども 誤り の な いよ うに する 


資料 を 欠く の で 詳らか に し な い 
が 、 


資料 が 十分 で な く 、 ま だ その ま 
ま に な っ て いる 。 


技術 資料 の 提供 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


forget [or overlook] a reference [or 
related publication] 


while reexamining the literature 
use bracketed letters [or numbers] in 
the text to denote the reference lite-— 


rature 


make sure that all quotations are free 
of mistakes [or from error] 


Since there is insufficient data, we 


do not discuss [or describe] ... in 
detail. 
Due to the insufficient data, ... is 


left untouched. 
supply of technical data 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


資料 お よび 説明 が まだ 十分 と は 
いえ な い 。 


多く の 資料 に つい て 整理 し た 結 
RCS 


JERE BRL OOS 


研究 成績 、 統 計 的 資料 の 整理 に 
当っ て 、 


過去 の 統計 六 料 を 利用 する た め 、 


直接 的 に も 、 間 接 的 に も 対象 を 
観測 し な い 。 


脚 邊 に 引用 し た 4 種 の 論文 は 歯 
車 設計 上 の 貴重 な 資料 で ある 。 
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= 


The data and the explanation are not 
yet adequate. 


as a result of investigating many data 


make basic [or fundamental] data 


When we arrange the results of the study 
and statistical data, 


The known statistics are used and the 


object is not observed either directly 
or indirectly. 


The four papers cited in the footnote 
are excellent source of information 
for gear design. 


席 上 配布 され た 資料 に 基づき 各 
部 門 で の 意見 が 発言 され た 。 


ー と ーー の 両 書か ら 引 用 し た 。 
ー の 論文 か ら 引 用 する 
同じ 論文 を 何 回 も 引用 する 


ー の 成績 の 一 部 を 引用 する 


原典 不明 


説明 は 10 頁 を みよ 。 


第 2 草 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 
Based on the data provided to each mem- 


ber, opinions were expressed by [or 
given from] each section. 


is quoted from... and... 
quote from a paper by ... 


the same paper is referred to many 
times 


quote some of the (e.g. high school) 
grades obtained by ... 


the original literature is unknown 


For explanation [or description] see 
page 10. 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


(詳し く は ) 一 を 参照 され た い 。 | (For further details) the reader should 
' yefer to... ; 
The reader may refer to ... 


ー を それ ぞ れ 参考 と し て も らい [ ... are to [or can] be referred 
た い | 
この 点 に つい て は 著者 の 別 の 著 + With regards to this point, another 
書 が ある の で 参照 され た い 。 : book of the author is available for 
: reference. 
関連 する 文書 が あれ ば 、 それ を : arrange ... so that reference can be 
参照 で も きる よう に し て お く : made to related publications 
単なる 参考 程度 の も の で ! ・ Only introductory (本 に つい て 言う 場合 ) 


as a Simple approach (結果 の 検討 の 場合 な ど ) 


実態 を 知る 上 に 参考 に な る | ... helps to know the actual [or real] 
: condition of ... 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


SRA MIDS (HS, : There are many inspiring papers. 
本 誌上 で すでに 紹介 し た の で | This has been adequately discussed previ- 
(され た の で ) 省 略す る 。 : ously and hence further discussion is 
: omitted. 
誌 40 巻 8 号 (1965) に | in this journal, 40 (8) 1965, 
~ に つい て は 他 書 に 譲る 。 : This will not be discussed here since 


there exist many books which dealt with 
this topic in detail. 


ー は 内 外 の 刊行 物 に 記載 され て |  ..。 is found both in domestic and fore- 
いる 。 : ign publication. 
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第 2 章 論文 や 報知 書 に よく 用 いる 表現 1 


S9. 問題 , 問題 点 に 関す る 表現 


ここ で は 単に 問題 の 提起 に と ど : Here we only introduce [or submit; pre- 
まる 。 : sent] the problems. 

問題 し な っ て いる 点 を 拾っ て み : Let us pick up some points which are 
£7. ' problems, 

=. 三 の 間 題 点 を 拾い あげ た に [ We have only noted a few problems. 

過ぎ な い 。 : 

実施 上 の 往 意 と 問題 点 を あげ て | We list the necessary care to be taken 
みよ う 。 : and problems encountered on applying 

別 の 角度 か ら 問 題 点 を 取上げ る : visualize [or look at] the problem from 


a different angle 


ー と いう と ころ に 間 題 が ある ! the problems lie in... 
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どう し た ら よ い だ ろ うか と いう 
問題 が 生じ て くる 。 


それ に と も な うい くつ か の 問題 
が 生じ る 。 


ー に お いて も っ と も 障害 (問題 ) 
に な る の は 、 


原子 構造 の 研究 が 結 卓 化学 の 中 
心 問題 と な つつ だ o 


充分 検討 する 価値 の ある 問題 と 
思わ れる 


こう いう 間 題 は 古く か ら 取 りあ 
げ ら れ て いる 。 


~ は 将 米 に 残さ れ た 課題 で あ 
る 。 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


A problem what to do arises. 
Several problems arise along with it. 


The largest trouble [or problem] in ~ 
is ... 


Atomic structural studies became the 
main theme of crystal chemistry. 


seems to be a worthwhile subject [or 
problem] to investigate 


This type of problem has been consider- 
ed many times over the past years. 


. ils the subject for a future study. 
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第 2 章 議 文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


| 


重大 な 問題 が 未 解 決 の まま 残さ 
れ て いる 。 


今後 の 問題 と し て 次 の 点 が 残っ 
て いる 。 


この 辺 の 所 に 子 後 の 課題 が ある 。 


この 間 題 は 今後 も 長く 尾 を 引く 
も の と 見 て 良い で あろ う 。 


最近 世界 的 に 問題 と な りつ つ あ 
る 。 


軽視 で き な い 問題 で ある 。 


密接 な 相互 関 作 を も っ た 問題 


ー と いう こと が 非常 に 問題 に 
な っ て くる 。 
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An important problem has been left un- 
solved. 


The following points are left as future 
problems: 


Future subjects [or problems] lie in 
this region. 


This problem has a long life. 
This problem will last for a long time. 


is becoming a world-wide problem 
recently [or lately], 


. is a problem one should not ignore. 
closely related problems 
... becomes a serious problem [or mat- 


ter of great concern; problem of utmost 
importance ]. 


深刻 な 問題 に な っ て いる 。 


設計 上 難し い 問 題 に な っ て いる 。 | 


そう し た 間 題 を か か える こと は 
我々 の 大 き な 負 担 と な る で し ょ 
う 。 

事前 に 問題 に な る よう な 点 に 気 
が つく 


我々 は その 間 題 に 対し て 積極 的 
に 働き か け て いる 。 


一 番 問題 が 起き る 可能 性 が ある 


多く の 解決 せ ね ば な ら な い 問 題 
を 含ん で いる 。 


今後 の 問題 に 対す る 解決 の 一 助 
に する 。 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 
・・・ is a serious problem. 


. is a difficult planning problem. 


For us to have [or be left with] such 
problems will be a large load, 


notice beforehand those points which 


might become problems [or troublesome ] 


We are taking a positive approach to the 
problem. 


・ most possibly raises problems 


. involves many problems to be solved. 


This will be useful in solving later 
problems. 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


な る べく 早く この 間 題 を 解決 す 
る こと に 一 同 が 申し 合わ せ た 。 


その 間 題 の 解決 に は 二 つ の 可能 
性 が 考え られ る 。 


この 間 題 は 解決 どこ ろか 迷路 を 
さま よっ て いる 感 が ある 。 


まだ 判明 し て いな い 多 く の 事 が 


ら が ある と いう こと が 分 っ た 。 
その 報告 は 問題 を 解決 し た 論 
で は な く 〈 く 問題 を 提起 し た な に すぎ 


な い 。 


多く の 未 解決 の 間 題 が 残さ れ て 


お り 、 ま だ 一 般 に 普及 する まで 


に 将 っ て いな い 。 
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Everybody agreed to solve this problem 
as soon as possible. 


There are two possible solutions to 
the problem. 


It seems to be that this problem is in 
the maze rather than getting solved. 


This report, which presents many un- 
solved problems, does not solve but 
only presents possible problems. 


There are many problems remaining un- 
solved and ... is not used generally 
yet. 


設計 の 必要 に 応じ て 生じ た 問題 
を 、 そ の 場 そ の 場 の 実験 に よっ 
て 解決 し て いた 。 


この間 題 を 進め る 際 に 大 き な 助 
け と な る で あろ う 。 


問題 の 性 質 上 、 電 子 計算 機 を 用 


いた > 。 


設計 な どの 際 に 問題 と され な が 


ら も 結局 わか ら な いま ま に 人 に 
よっ て は 一 桁 も 條 う 値 を 用 いた 
りす る の が 現状 で ある 。 


デー タ の 集録 , 処理 に 関係 し た 
実際 上 の 問題 点 


付随 的 な 問題 


第 2 章 論文 や 報告 午 に よく 用 いる 表現 1 


Design problems were experimentally 
solved in each case. 


. Will be a great help in attacking 
the problem of ... 


A computer was used because of the 
Characteristics of the problem. 


Aithough ... becomes a problem at the 
time of planning, the present situa- 
tion is that ... is not understood 
clearly and the values depend on the 
user and vary even by 10 times. 


practical problems on compiling and 
handling of data 


an incidental problem 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


好む と 好ま ざる に か か わら ず 発 
生 す る 現実 の 諸 問 題 


最終 目標 に 迫る こと は 時 日 の 間 
題 と 思わ れる 。 


そう 問題 に し な く て も よい 。 


ー の 影響 は 特に 問題 に する ほど 
の こと で は な い 


あま りこ の 間 題 を 気 に し な い 
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ンー | 


various real problems which arise des- 
pite one's pleasure 


It seems to be a matter of time to 
reach the final aim [or attain the goal]. 


is not a serious problem. 
It is not necessary to consider ... seri- 


ously, 

We need not consider ... can be neglec- 
ted ... 

the effect [or influence] of ... is 


not very serious [or important] 


not to be concerned with [or worry 
about] this problem 


第 2 章 CORA LAY SAH 1 


$10. 結果 (成果 ・ 効 果 ・ 結 論 ) に 関す る 表現 


結果 的 に は : as a result of ... 
結果 を 要約 すれ ば 次 の 通り で あ | the summary of the result is: 
る 。 : 


the results may be summarized as fol- 
lows: 


the summary of the results is shown 


below. 
実験 の 結末 を まとめ れ ば 、 ! When rearranging the experimental re- 
' gults, 
その 結果 は 第 2 図 に 示し た と お  : The results are shown in Figure II. 
り で ある 。 
大 体 子 間 通 り の 結果 が 得 ら れ た 。 : The results obtained agreed approxima- 


te1y with those expected. 
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第 2 章 de CORI EC Ho RB 


子 期 し た こと を 文 持 する よう な 
結果 を 待た 。 


4 一 6 月 に 一 つの 山 が あり 、 秋 、 


臭 が これ に 次 ぎ 、1 一 3 月 が 最 
も 少な いと いう 結果 に な る 。 


ー と いう 結果 が 経験 的 に 得 ら れ 
た 


な る ほど 、 こ の よう な 結果 は 、 
物理 的 根拠 の も と に 子 想 され 得 
る 。 


結果 は これ に より 多少 差 が 生じ 
る よう で ある 。 
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— 


A result which supports the assumption 
was obtained. 


The result is that there is a peak ... 
between April and June, fall [or autu- 
mn] and summer follow this, and the 
minimum lies between January and March. 


The result, 
ly. 
The result that 
rically- 


。 was obtained empirical- 


. was obtained empi- 


To be sure, such a result can be anti- 
cipated on physical grounds. 


Some difference in the result will 
arise from this. 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


A 博士 の 理論 結果 と 同一 で ある 。 : This is in agreement with [or identi- 

: ca] to] the theoretical results of Dr. 
A. 

a Fema A & SRR RB HL 7 ' When applying the results of this [or 

場合 、 志 盾 し た 点 を 見 出す こと tne] study to practical problems, we 

が 多い 。 : often find points which contradict with 

本 報 で は ー に つい て 測定 し た 結 ! We report the results of some measure- 

夫 と 、 二 、 三 の 考察 を 報告 する 。 : ments on... and discuss them in this 
! papDer . 

す 回 は 取 りあ えす HEY aT | We will report only the results from 

HERA LIZOT. THRE | the last investigation of various fun- 

報告 する 。 : damental properties. 

英国 で 検査 し た 結果 と われ われ | Our results agreed with those obtained 

の 成績 を 比較 する と 一 至 し た 結 : in Great Britain [or England]. 

果 が 出 た 。 ( 
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第 2 草 。 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


次 の 部 分 で 、 こ れ ら の 関係 を 実 
験 結果 と 比較 し よう 。 


著者 ら は 一 を 用 い 、 好 結果 を 行 
た * 


デー oO 


十分 満足 出来 る 結果 を 待た 。 


好 結 果 の 得 ほ られ な い 場 合 が で て 
き て 、…… 


いつ まで も 解明 出来 な い ば か り 
か 、 い た ずら に 混乱 を 招く 結果 


と な ろう 。 


ー に つい て 検討 し た 結果 、 次 の 
こと が 判明 し て いる 。 


種々 工夫 を こら し た 結果 . 
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In the following section, we shall com- 
pare these relations with the experi- 
mental results. 


We used ... 
results. 


and obtained satisfactory 
Sufficient [or Adequate] results were 
obtained. 


Sometimes good results could not be ob- 
tained, ... 


cannot only ever be solved but at- 


tempts to do so will only lead to con- 
fusion. 


The following became clear after the 
investigation on 


as a result of many considerations 


種々 考 染 し た 結果 、 気 付い た の 
が ここ に 紹介 する …… の ) 表示 法 
で ある 。 

分 析 を 行なっ た 結果 

詳細 な 実測 結果 に また ね ば な ら 


な い 。 


結果 は つき と め ら れ な い 。 


前 項 の 結果 を 役立た せる た め に 、 


成功 、 不 成功 は ー の 結果 如何 で 


決ま Do 


現在 まで の 成果 (は ) 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


After great [or much] labour, we intro- 
duce the manner of (the) representation 
of ... 


analysis shows that 
sis of ... 


>; 8S an analy- 
We must wait for the detailed experi- 
mental results. 

The result will not be known. 


In order that the results of the pre- 
ceeding section will be made useful, 


Success depends on the results [or out- 
come] of ... 


result so far are > We may con- 
clude at this point that 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 


~(SD LOI MEF AIFTOSA, : 


画 期 的 な 成果 を 収め る 


ー の 研究 は 最近 急速 に 発展 し 、 
その 成果 は 非常 に 大 き な 注 目 を 
集め て いる 。 

< の 効果 が 顕著 に 現われ て く 〈 く る 。 
効果 は 半減 する 。 

効果 は あま り 変 わら な い 。 
効果 は 一 時 的 で あ る o 

ー の 効果 も 永続 的 な も の で は な 


し い 。 
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.. is making splendid accomplishments. 


. has made remarkable achievements; 
is remarkably successful 


Recently the study of ... have develop- 
ed rapidly and its achievements have 


become a centre of attraction. 


The effect of ... appears clearly. 


The effect is reduced by one-half. 


The effect does not change very much. 


The effect is temporary. 


The effect on ... is not permanent 
either. 


第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 





効果 は 更に 増大 する 。 : The effect becomes even stronger. 

同一 の 効果 を 及ぼ す 。 [ ... exerts a similar influence. 

奇 頭 的 効果 を 現 わ す [ ... Shows a miraclulous effect. 

効果 が 認め られ な い 場 合 は | when the effect does not show 

大 き な 効 果 は 期待 で き な い 。 ( A large effect is not expected. 

(hj eM FA ERY RS HAGE SLD | : Multiple effects of both is expected. 
以上 の よう な 事実 を 総合 し て 、 : From the facts described above, we may 
われ われ は 療 の よう な 結論 に 達 | conclude that ... 

し た 。 

っ と が 3 We can draw an interesting conclusion. 
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第 2 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 I 


ー で ある 明解 な 結論 を 出し て い : It is concluded clearly that ... 

る 

ー と な る 結論 に 至り 、 矛 盾 が あ | We must conclude that ... but it con- 

る 。 : tradicts with 

SERRE DS vO Cama ald HH | Since the experimental sample is very 

せな い 。 : small, a conclusion cannot be drawn. 

この 結論 が 妥当 か どう か 疑問 が ! The correctness [or veracity] of the 

HD : conclusion is doubtful. 

意見 を 調整 し て 、 次 回 まで に 結 : The opinions (of the members) were con- 

論 を 出す こと に な っ た 。 : sidered and a decision was made to pre- 
: gent a conclusion before the next meet- 

ing. 
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第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


第 二 草 論文 、 報 告 書 に よく 用 いる 表現 II 


S1 論議 を す ヽ ・ め る の に 役立つ きま ざま な 表現 


順 を 追っ て 簡 洒 に 説明 する 


ー 等 の 点 に つい て 若 十 の 解説 を 
加え る 


まだ 不 完全 の 域 を 脱し て いな い 
Ds, SOBEL al CERO” 
い 批 判 を 仰ぐ 次 第 で ある 。 


それ ぞ れ の 相関 関係 を し ら べ 、 
有意 性 の も の に つい て 、 こ こ に 
報告 する こと に し た 。 


詳細 を 明らか に する 


explain ... briefly in an orderly man- 
ner 


a few comments will be made on those 
points pertinent to... 


Although ... is yet incomplete [or still 
in the incomplete stage], I will de- 
scribe its outline and appreciate your 
very frank criticism. 

We decided to report the significant 


correlations. 


describe... in detail; show the details 
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第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 Il 


ー の 摘要 を 発表 する こと は 、 何 
か と 役に立つ で あろ う 。 


ー は 次 の よう に あら わす こと が 
で きる 。 


ー の 概念 は 周知 で ある 。 


も う 周 知 の こと で ある の で な ん 
b> AAAS BEL Ze, 


前 号 に 記述 し 、 多 く の も の と 還 
複 す る 
ここ で は それ に は ぶさ 、 れ な いこ と 


に する 。 


今更 解説 する まで も な い が 、 
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It wiil be useful to present a summary 
of ... 


can be expressed as follows: 


The concept of ... is familiar. 


We do not explain ... as it is well known. 


. is already described in the previous 
volume and many are repeated [or dupli- 
cated 


We do not mention it here. 


. does not require an explanation; 


. is obvious [最強 ] ; 


一 般 的 に 次 の こと が 言え る 。 


それ は 次 の よう に 定義 きれ る 。 


それ に 劉 響 を 与え る 原因 と し て 
は 次 の よう な も の が 考え られ る 。 


ー と いう こと ば を 前 節 で 定義 し 


た 抽象 的 な 意味 で 使う こと に す 
る 。 


次 に その 主 な も の を あげ て みる 。 


一 応 つ き ぎの よう な 考え の も と に 


次 の よう な 方 法 を 案 出 し た 


第 3 章 論文 や 報告 午 に よく 用 いる 表現 Ii 





、。、 is evident (#); 


. is apparent (4) 


In general we can make the following 
statement. 


This [or that] is defined as follows: 


The factors affecting it could be as 
follows: 


We use the term ... in the abstract 
sense which is defined in the previous 
chapter. 


Next, the primary [or best] examples 
will be introduced. 


temporarily let us assume that 
the method described below was consid- 


ered and accepted 
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SSH 諭 方 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


次 の よう に 考え る と わか りや すい 。 


ここ で 、 一 と いう 言葉 の 定義 を 
し て お く 。 


この 論文 に 使用 する 記号 は 次 の 
通り で ある 。 


本 稿 を 進め る た め に は 概念 を き 
め て お く こ と か 必要 と 考え られ 
る の で 、 一 応 次 の よう に 規定 し 
TH. 


は じ め に 断っ て お く が 、 


ここ で 、 一 つの 灯っ て お きた いこ 
と は 、 


詳し いこ と は 後述 する こと に し て : 
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It is easy to consider as follows: 


Here I would like to define [or give 
definitions to] the term, 


The symbols used in this report [or 
thesis] are (listed) [or (tabulated) ] 
as follows: 


To continue (this article), it is nec- 
essary to define the general theme; 
( 注 . ここ へ 規定 する こと を Sentence TA< ) 


I would like to mention at the begin- 
ning that 


One thing which I would like to mention 
at this stage [or here] is 


the details will be described later 


第 3 立論 文 や 報告 壮 に よく 用 いる 表現 Il 


今日 最も 重視 きれ て いる の は 、 | ... is regarded as of major importance 
' nowadays. 

特に 注意 すべ きこ と は 、 ! Points to which special attention should 
: be paid are ... ; 


Special attention should be paid to ...; 
One should note that 


その 中 で 特筆 すべ き は : things to be emphasized among them are 

ー の 優れ た 特性 を あげ て みる と ' the excellent characteristics [or pro- 

次 の よう で ある : perties] of ... are as follows: 

著者 が 特に 強調 する 点 は 一 ' the point which the author especially 
' emphasizes is ...3 


the author especially emphasizes the 
point that 
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第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


この 項 で は 、ー と いう 仮定 を た 
て る 。 


次 に の べべ る 仮定 に よっ て 、 一 の 
理論 が みち び か れ て きた 。 


ー の よう な 状態 に な っ た と 仮定 
する 。 


< に 限ら ちら れ て いる こと が わか っ 
た 。 


ー が 第 - 義 的 に 取り 上 げ ら れ て 
いる 。 


各 章 で 言及 され る 
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II 


In this section, we make the assumption 
that 


The following assumptions have been 
made in working out the theory of ... 


We assume that . became a state that 


It was found [or became evident] that 
... is limited to ...;3 
。、。 was found to be limited. 


is understood to be its preliminary 
[or tentative] definition. 
(HE .tentative は -- 時 的 に と いう 意味 で 、 あ と て で 変 
える か も し れ ぬ と いう 竜 を 含む ) 


. is discussed in this paper together 
with each chapter 


他 の 専門 分 野 に も 言及 し な けれ 
ば な ら ぬ が 、 


ここ で は あま り 深 入り し な い 。 
私 の 判断 を 二 、 三 申し 上 げ る と 
初め か ら 全 然 見 当 の つか ぬ よ う 
な 時 に は 


自慢 する わけ で は な い が ,…… 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


We must refer to other specialized field, 


We do not discuss ... in detail here. 


I should like to mention a few of my 
judgements [or opinions] ... 


when there is no method of approxima- 
tion from the beginning 


In all fairness to modesty, I must state 
that ...3 


I am not boasting, but 
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第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


S2 結果 や 状況 及び 感想 を 述べ る 
さま ざま な 表現 
(が 認め られ た だ た 、-ー が 明らか に な っ た 、 一 を 示し て いる 、 一 の 
傾向 が ある 、ー と いう 報告 が ある 、ー せ ざる を 得 な い 、 一 と い 
う 場合 も ある 、 其 の 他 ) 


ー と の 間 に 最 も 強い 関係 が 認め : The strongest correlation [or relation; 
られ た 。 dependence ] was observed between ... 
: and... 
MaStc4iio Bork, [ This confirmes that 
ー は すでに 確か め ら れ て いる : ... is already confirmed 
ーー は ……… の 場合 に も 明らか に 認 : Apparently ... is also true for [or ob- 
め ら れる 。 | served for; recognized in] the case, 
特記 すべ き 異常 は 認め られ な い 。 : No special [or unusual] abnormality is 
' recognized. 
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両 法 の 感度 お よび 精度 に 関す る 


詳細 な 比較 に つい て は 未確認 で 


ある 。 


ー の 条件 が みた され る こと が わ 
か る 。 


ー な る こと を 明らか に し た 。 

ー は 次 第 に 明らか に され つつ あ 
る 。 

急速 な の び を 示し て いる 。 

ry FRA RL TS, 


長期 的 に は 増加 の 傾向 に ある 。 


第 3 章 論文 や 報告 午 に よく 用 いる 表現 II 
A detailed comparison of the sensitivi- 
ty and accuracy of both methods has not 


been made. 


We see [or find] that the condition, 
», is satisfied. 


It becomes clear that ...;3 
It was proved ... 


... is gradually becoming clearer [or 
being clarified; being elucidated]. 


... shows a rapid rate of increase. 
. shows a rapidly increasing rate. 


. is increasing over a long period of 
time. 
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第 3 章 論文 や 報告 革 に よく 用 いる 表現 
本 邦 の 増加 率 は 諸 外 国 よ り も 急 
唆 な 曲線 を 示し つつ 欧米 諸国 に 
近接 し つつ ある 傾向 が 見 られ る 。 


断言 は 出来 な い が 、 大 体 の 傾向 
は 分 る 。 


と くに わが 国 で は 最近 さか ん に 
行なわ れる 様 に な っ て きた 。 


近年 広く 関心 が 払わ れる よう に 
な っ て き て いる 。 


数 多く の か か る 報告 例 が 増加 し 
て き て いる 。 


ー の ご と くく 報告 き され 、 素 晴らし 
い 成 績 を 治め て いる 。 
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II 


The increase rate in Japan more rapid- 
ly approaches those in Western coun- 
tries than do those in other countries. 


Although I cannot say so definitely, 
the general tendency is understood 


Especially in Japan ... has been used 
[or practised] very often lately. 


Lately ... has become the centre of wide 
interest. 
Lately ... has become of general [or 


major] interest. 


The number of related reports [or exam- 
ples] is increasing. 


is a remarkable achievement and has 
been reported as 


それ を 対象 と し た 報告 は 少な い 。 


報告 に よっ て 育 定 され て いる が 、 


未だ に 不明 な 点 が 少な く な い 。 


報告 を 見 る と 、 不 明確 な 記述 が 
多い 。 


学術 的 裏付け に つい て の 報告 は 
ほとん ど な い 。 


ー を 用 いざ る を える な か っ た 。 


先進 国 に た よら ざる を 得 な い 。 


案外 に 無 意 味 な 場合 が 多い 


第 3 章 論文 や 報告 午 に よく 用 いる 表現 II 
There are very few reports about 
Although ... is affirmed in the report, 
there are still unclear points. 


There are [or We find] many ambiguous 
[or unclear] statements in the papers. 


There are very few reports which give 
scientific support to 


We could not help [or avoid] using ... 


We cannot be independent of the develop- 
ed countries; 


We find it difficult not to depend on 
the developed countries. 


often ... does not mean anything 
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第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


両者 の 区 別 が で き な い 場合 も あ 
る 。 


ー と 誤認 され る お それ が 多分 に 
ある 。 


この 原因 に つい て は 明確 な 答え 
が えら れ な か っ た 。 


未だ に 明白 な 説明 が な され て い 


な い 。 


一 見 に し て わか る 


ー は 何より も この こと を 裏書 き 
し て いる 
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II 


There are some cases where there is no 
distinction between them. 


There is a great possibility that 
may be taken [or recognized] to be 


Precise [or Exact] solution [or answer] 
to the cause could not be obtained. 


( 注 .exact と answer の 組合 わせ は 好ま し くく ない) 


A clear explanation has not been made. 


. is obvious on inspection [or at a 
glance] 


... proves (this) more than anything 


せっ か く 〈 く 買っ た の に 、 使 っ て み 
だ た ら や っ ぱり うま くい か な か っ 
た だ 。 


こう し た 要望 に 応え る も の と し 
て 一 も 一 対策 で ある 。 


機構 を 説明 する 重要 な 一 つの 要 
素 で あろ う 。 


この よう に 複雑 な 現象 を 体 糸 化 
する 理論 の 研究 も また 重要 で あ 
る 。 


これ ら の 因子 が 原因 で は な さそ 
う で ある 。 


ー ま て 考 護 し た 対策 は 払わ れ て 


いみ ・ いい 。 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


We found that ... did not function [or 
work] well after we bought it. 


- is one of the countermeasures an- 
swering the request. 


. appears [or seems] to be necessary 
[or an important fact] to explain the 
mechanism. 


Also a theoretical investigation of a 
means to systematize such complicated 


phenomena is important. 


These factors do not seem to be the 
cause. 


No countermeasure considering ... is 
taken. 
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HIM 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


優劣 に 関し て は まだ 詳し く は 知 


られ て いな い 。 


この も の は それ と 比較 に な ら な 
い 。 


ー が い に は 言え な い 。 

これ まで の 考え の 進め な で は お 
の すずか ら 限 界 が ある の で は な い 
か 、 と いう 懸念 が 強く も た れる 。 


~ と 考え る の が 今日 の 定説 と 
な っ て いる 。 


ー だ け を 考慮 する だ け で 十分 で 
ある 。 


ー し て ゆく 〈 く 事 が も っ と も 近道 で 
は な い だ ろ うか 。 
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The worth [or value; merit] is not known 
in detail. 


This is not to be compared with that. 


We cannot generalize 
There is a strong suspicion that the 
former approach [or procedure] is limited 


by ... for in its application]. 


Nowadays, the standard [or most common- 
ly used] approach to this problem is 


It is sufficient to consider only ... 


The most direct attack on this problem 
appears to be by ... 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 1 





テー マ を 拡げ すす ぎ て 、 話 は ま と 
まっ だ た だ も の に は な っ て いな い 。 


ー に つい て 改め て 考え る と 、 教 
そく られ る も の が ある 。 


今日 広く 施行 され て いる 一 法 は 
十分 な 操作 法 が 完成 され る まで 
の 橋渡し と も いう べき も の で あ 
る 。 


我々 は その 実現 を ある 意味 で 期 
待 し て いる 。 


最近 まで は 諸 条 件 が 伴わ ず 一 般 
へ の 普及 が 余り 進ま な か っ た 。 


The theme is too broad to unite the 
story. 


On second thoughts, is instructive - 


The method of ..., which is widely used 
presently, is only temporary until a 
complete method is achieved [or in- 
vented]. 


In a certain sense, we are expecting 
the realization of ... 


Until recently, various conditions are 
not satisfactory and ... was not used 
widely by the public. 
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第 3 章 論文 や 報告 和書 に よく 用 いる 表現 


新しい 方 法 が つぎ つぎ と 登場 し 、 


各社 に よっ て 企業 化 さ きれ て いる 。 


広く 各国 に 再 認 識 さ せる こと が 
出来 た 。 
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Il 


New methods are developed one after the 
other and they are utilized by each com- 
pany - 


We made [or were able to make] many 
countries realize again. 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


S3 自己 の 意見 を 述べ る 表現 (A) 


@ 一 と 考え られ る 、 一 と 思う 

@ 一 と 推定 する 、 一 か も し れ な い 

@ 一 すべ き で ある 、 一 し な けれ ば な ら な い 
@ 一 する 必要 が ある 、 一 する 必要 が な い 
@ 一 し た い 、 一 を 望む 、 望 まし い 


ー に する の が 妥当 で ある と 考え  : [Ttis satisfactory to (consider ... 
られ る 。 「 as ...)] 


CE) 

以下 、 “パー と 考え られ る ” と いう 表現 は 日 本 語 で は 、 し ば し ば 
使わ れ ま す が 、author が そう 考え て いる の か 、 あ る い は 断定 
を ぼかす た め に 使っ て いる の か 、 あ いま いで あっ て 甘 語 に 訳す 
必要 が ある 場合 と 、 な い 場 合 が あり ます 。 
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ー に 関す る 新しい 所 見 を 待た い 
と 考え る 。 


今後 広く 利用 され うる も の と 考 
そる 。 


厳密 に は 同一 条件 と 考え に くい 。 


従来 考え られ て きた だ 。 


ー は 代表 例 で ある と 考え られ る 


可能 性 を 暗示 する も の と 考え ら 
れる 
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I] 


We attempt to obtain a new interpreta- 
tion about 


We think ... will [or may] be used 
widely in the future. 


We think ... will receive wide appli- 
cation (in the future). 


Strictly speaking it is difficult to 
think that ... experience the same 
condition. 


. has been considered. 
- is a typical example of ... 


. indicates the possibility of ... 


ー す る こと が 必要 条件 と 考え ら 
れ て いる 。 


他 の 量 に くら べべ て 後 小 で ある と 
考え られ る 。 


ー の 影響 が 鋭 和 に 現われ た も の 
と 考え られ る 。 


< の 影響 が ほとん ど な い と 考え 
て よい だ ろう 。 


ー で ある か 、 い ずれ か で ある と 
考え られ て いる 


ー と 切り 離し て は 考え られ な い 


これ て で て 大体 の 傾向 は わか る と 思 


う 。 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


It is considered necessary to do... 


- is relatively small compared to the 
other quantities. 


It is considered that the effect of ... 
appeared sensitively. 


It can be considered that there is no 
effect of ... 


it is considered that ...is either ... 
or ... 


cannot be consdiered by itself 


We hope the reader will understand the 
general tendency of ... 
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SSH 論文 や 報告 和書 に よく 用 いる 表現 


この 傾向 は 今後 も 強まる と 思う 。 


新しい 分 野 を 提供 する と 思わ れ 
る 。 


実験 に つい て 述べ る まえ に 、 わ 
れ わ れ の た て た 仮定 に つい て 論 
じ て み た いと 思う 。 ま ず 弟 一 の 
仮定 は ~ 


~ と みな し て も 差し つか えな 
いも の と 思わ れる 。 


何より も この こと を 裏書 ほ き し て 
いる と 思わ れる 。 


これ は な か な か よい 着想 で ある 
と 思わ れる 。 
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I] 


This tendency must become stronger in 
the future. 


».. seems to provide a new field. 


Before we describe the experiment, we 
shall discuss our assumptions. The 
first assumption is that ... 


It seems to be [or may be] quite all 
right to consider 


It appears to be the strongest proof 
that 


is apparently a good idea. 


だ れ が や っ て も 100 MMINTF S 
時 代 が くる と 思わ れる 。 


< の 場合 と 同一 程度 で ある と 推 
定 さ れる 。 


写真 下 か ら 推 定 す る こと が で き 
る 


ー が 存在 する こと を 推定 し た 


説明 に 問 人 違い いつ 不 十分 な ips 


ある か も 知れ な い 。 


10 年 か 20 年 先 に は 現実 的 と な る 
か も 知れ な い 。 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


Someday 100% success by anyone will be 
possible. 


It is assumed that ... is almost the 
same ( ) as 


we can estimate from photograph F 


the existence of ... was estimated 


The explanation may be inadequate and 
contain some errors; (however, ...) 
( 注 ) (however) の 次 に 通常 言い 訳 け が ある 。 例 えば 、 


however, they will not detract from its 
overall validity. 


. might become realistic in ten or 
twenty years. 
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第 3 章 mC MAIC SA SRR II 


空想 的 な 仮説 (仮定 ) に 過ぎ な い 
か も 知れ な い が 、 


これ まで の 記載 と 幾 分 重複 する 
点 が ある か も 知れ な い が 、 


同様 な 考え 方 が 適用 で きる で あ 
A) う と 想像 で き る 。 


ー と いう こと は 明記 すべ き で あ 
る 。 


強調 され る べき で ある 


注意 すべ き で ある 
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. might be an unrealistic assumption 


We 


may be redundant in our description 


but 


The same idea might be applied ... 


It 


should be noted that 


should be emphasized 


care must be taken 


( 


Care must be taken that the tool 
does not rub on the scale. 


新しい 方 法 の 開発 は ロス の 多い 
毛 難 の 仕事 だ が 、 わ れ わ れ は こ 
れ と 取組 むべ きだ 。 


考え を 切り 換え る べき で ある 。 


次 の 2 つの 方 法 の うち いずれ か 
を と る べき で ある 。 


3 カ月 以内 に 使う べき で ある 


今 か ら 対 応 策 を 用 意 し て お くべ 
き で あろ う 。 


今日 な お 実験 的 段階 と も いう べ 
き で ある 。 


ー と 同一 視 す べき で は な い 


第 3 章 論文 や 報告 時 に よく 用 いる 表現 II 


The development of a new method is a 
difficult and costly work but we must 
do it. 


(person) should change his way of think- 
ing [or redirect his efforts] 


One of the following two methods should 
be used. 


. must be [or should be] used within 
three months 


A countermeasure should now be prepared 
[or considered]. 


At present, ... is still at an experi- 
mental stage. 


should not be looked as identical 
[or the same ] 
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RS 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


長期 の プロ ジェ クト を は っ きり 
させ な けれ ば いけ な い 


解明 し て 行か な けれ ば な ら な い 
点 が 多い 。 


これ ら の 対策 は 時 間 を か け て 検 
討 さ れ ね ば な ら な い だ ろ う 。 


可 成 り の 努力 と 時 間 を さか ね ば 


な ら な い 。 


現行 の まま で 上 栄 し て 待 策 で ある 
か 考え な けれ ば な ら な い 。 


それ な り の 理由 が な けれ ば な ら 
な い 。 


それ な り の 必然 性 が あっ た と 見 
な けれ ば な ら な い 。 
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I] 


a long-term project must be realized 


There are many points which must be 
solved [or clarified]. 


Lengthy and careful consideration should 
be given to these countermeasures. 


A considerable amount of time and effort 
must be spent. 


It must be considered if the present 
system [or procedure] is really advan- 
tageous. 


。 must have its own reason. 


We must consider [or note] that it was 
itself necessary. 


ー に 適し た 性 能 を 具 愉 し な けれ 


ば な ら な い 


別 の 原因 を 究明 せ ね ば な ら な い 。 


この 仮定 は 実験 事実 か ら の 証明 
が な され な けれ ば な ら な い 。 


この 説明 で 正しい か 、 あ る い は 
別 の 説明 を 必要 と する か は 、 今 
後 の 研究 に また ね ば な ら な い 。 


この よう な 考え 方 は 成立 せ ず 、 
別 の 考え 方 が 必要 で ある 。 


従来 の 考え 方 に 転換 が 必要 に な 
っ て きた 。 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


».. must have a suitable performance 
efficiency 


We must find out [or discover; investi- 
gate] another cause [or reason]. 


This assumption must be verified by the 
experimental facts. 


Whether or not this explanation [or in- 
terpretation] is true or whether another 
one is required cannot be known untill 
further study is done. 


This theory is not correct [or wrong] 
and a new approach [or another one] is 


necessary. 


It is necessary to change the old way of 
thinking. 
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今後 さら に 経過 を 見 守る 必要 が 
あろ う 。 


長期 的 展望 に 立っ た 措置 が 必要 
で ある 。 


事前 に 慎重 な 配慮 が 必要 で ある 


積極 的 な 子 防 対策 を 講 す る 必要 
が ある 

以上 で ーー に つい て の 調査 を ま と 
め た の で ある が 、 今 後 も 種々 の 
角度 か ら 検 討 を 加え る 必要 が あ 
bo 


厳密 な 定義 づけ が 必要 で ある 
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It is necessary to continue watching 
[or watch] the progress of ... 


A long term step [or approach] is nec- 
essary. 


careful consideration [or preparation] 
is necessary beforehand 


positive preventative method must be ・ 
taken 


The investigation on ... is summarized 


above and it is evident that more work 
using different approaches is necessary. 


strict definition is necessary 


一 定 の 基準 を 決め る こと か 必要 
で ある 

実証 が 必要 で ある 

その 取り 扱い に は 細心 の 注意 が 


必要 で ある 


複雑 な 組成 の た め に 分 析 を 行 な 
う の に 工夫 が 必要 で ある 。 


操作 法 に つい て は 、 操 作 し 易い 
工夫 を する 必要 が あろ う 。 


機械 化 が よほど 進ん だ と し て も 
まだ 多く の 所 作業 を 必要 と する 。 


第 3 意 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


It is necessary to define a certain 
Standard. 
A certain standard must be defined. 


a proof is necessary 


extreme care must be taken to it; 
。。、 must be handled with extreme cau- 
tion 


Since ... has a complicated structure, 
its analysis requires a special tech- 
nique. 


It is necessary to facilitate the opera- 
tion. 


Even if automation is developed con- 
siderably, manual operations [or tech- 
niques] are still necessary. 
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第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


電子 計算 機 の コー ド の つけ 方 、 


種々 の 物性 定数 の 入手 方 法 な ど 
も 研究 する 必要 が ある 。 


ー す る 装置 が 必要 で ある 。 


詳し く 説 明 す る 要 は な い 。 


と くに 、 そ の 対策 に つい て 触れ 
て みた い 。 


筆者 も 喜ん で 質問 に お 答え し た 
いと 思う 。 
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Problems such as how to connect the 

electronic computer or how to obtain 
various physical constants are also nec- 
essary studies. 


The facility [or instrument; equipment ] 


for ... is necessary. 

It is not necessary to explain [or 
There is no use explaining] this in de- 
tail; 

It is apparent without any detailed ex- 
planation. 


We would like to discuss especially the 
countermeasure of ... 


The author is also glad to answer any 
questions. 


Bassi sr Bt ¢ NAS blr BR 
に と れる 体勢 が 望ま れる 。 


これ を 差し 引い た 変動 分 だ け を 
増幅 し 記録 し て お く こ と が 望ま 
し い 。 


他 の 機器 の 併用 が 望ま し い 。 


方 法 と し て 最も 好ま し い 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


It is hoped that co-operations in the 
related fields will become closer. 


It is advisable to amplify and record 


only the changed portion which remains 
subtracting. 


It is advisable to use simultaneously 
other instruments as well. 


。 is the most desirable method 
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RSH 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 


S 4 


@ 一 を 述べ る 、 一 を 記述 する 


発達 し て きた 経過 と その 背景 を 
WED, 


その 決定 に 至る 実験 の 手順 を 今 


述べ る こと に し よう 。 
その 概略 を 以下 に 述べ る 。 


これ ら の 詳細 に つい て は 後 節 で 
述べ る (5 章 参 照 )。 


その 用 途 と 正しい 使い が に つい 
て 述べ る 
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自己 の 意見 を 述べ る 表現 (B ) 


書く 、 報 告 する 


We will explain [or describe] the pro- 
gress and background of ... 


We shall now describe the experimental 
procedure for the determination ... 


The outline will be described below, 


The detailed discussion is found later 
(see Chapter 5); 


We will discuss this in detail (see 
Chapter 5) 


its application and correct method of 
usage are discussed 


ー に 重点 を お いて 、 そ の 中 の 数 
種類 に つい て 述べ る 。 


次 の よう に 簡単 に 述べ られ る 。 
数 学 的 に まとめ て 述べ る 。 
一 括 し て 記述 する 。 


ー に つい て は 後 章 に お いて 付加 
し て 記述 する 。 


ー の 名 称 を 括 紋 に 入れ て 附 記す 
る 。 


日 本 語 の 次 に 括 紋 を し て 原語 を 
記載 する 


これ を 更に 簡略 化し て ー と 書く 


第 3 章 論 文 や 報告 革 に よく 用 いる 表現 II 


I shall discuss [or describe] a few 
kinds [or species], mainly ... 


It may be simply described as follows: 


We summarize ... mathematically 


We describe the whole aspect. 


. will be described [or discussed] in 
detail in a later chapter. 


add in brackets the name of ... 


after Japanese, within parentheses write 
[or state] in its original language 


we simplify this further and write as 
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第 3 章 Beas hic kg (AY ZRH II 


省略 し 一 の よう に 書く : we simplify ... and write as 
: we abbreviate ... as 


23 
これ ら に つい て 詳報 する 。 


We report about these in detail. 


昭和 37 一 41 年 まで の 最近 5 年 間 : We report some of the statistics of the 


の 統計 の 一 部 に つい て 報告 する 。 : five years from 1962 to 1966. 
詳細 は 別 の 機会 に 報告 する 子 定 : Details will be reported at a later 


で ある 。 : date. 
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第 3 章 論文 や 報告 和書 に よく 用 いる 表現 II 


S5 文 の 結び に ふさ わし い 表 現 


結果 に つい て の 説明 を 要約 する 
と 、 こ うい うこ と に な る 。 


ー を 要約 すれ ば つぎ の と お り で 
ある 


以上 ー の 事情 に つい て その 概要 


を 述べ た 。 


Ae Zeon, 


\ こ 


残る 紙 数 も 


次 号 に それ ら の 要点 に つい て 述 
べ る こと に する 。 


To summarize our interpretation of the 
results, we can explain ... 


the summary is as follows: 


SO far, I have mentioned the general 
situation of ... (口語 ) 


So far, the general situation of .., 
has been outlined 


There is insufficient space to contin- 
ue (this description) but ...; 


There is not enough space for a com- 
plete description of ... but 


The main points will be restated in the 
next volume. 
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第 3 章 ice ic ba RH 
今後 の 研究 の 発展 を まつ より は 
か は な い 。 


稿 を と じ る に あたり 、 本 文 の 桜 
関 を た まわ り ご 助言 を いた だ い 
た 、A、B、C 各 位 に 感謝 する 。 


最後 に この 稿 を 草 す る に あたり 
いろ いろ な 関係 傘 料 を 提供 し て 
いた だき 、 ま た 現地 調 食 に 種々 
便 官 を 取り 計ら っ て いた だ いた 
Mr. A に 心から 謝意 を 表す る 次 
第 で ある 。 


ー が 実用 きれ る 日 が 一 日 も 早い 
こと を 期待 する 。 


関係 者 の 参考 に な れ ば 幸い で あ 
る 。 
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II 


There is no alternative but to wait for 
future research and development. 


The author wishes to [or would like to] 
thank A, B, & C for their advice and 
assistance during the final reading of 
the manuscript. 


At the end, the author would like to 
express his sincere gratitude to Mr. A, 
who provided related data and assisted 
in an on-the-spot survey. 


We hope that 。 will be used practical- 
ly [or put into practice] very soon. 


I will be glad if ... 
the people concerned. 


is any help to 


第 3 章 amc RS £ IHS AH II 


§6 作文 に 便利 な 副詞 句 、 副 詞 節 、 そ の 他 の 


common phrase 


必要 に 応じ て according to demand [or need] 
用 途 に よっ て は according to the usage [or application] 
各自 の 好み に 応じ て according to everybody's taste 
私 共 の 経験 に よる と according to our experiences 
ー 博 士 か ら の 書 信 に よる と according to communications from Dr. 
結局 どちら と も 決定 で き な い after all we cannot decide which to 
take [or adopt] 
HONS Fei 5, つく すべ き after attacking this problem from every 
道 を つく し て の 一 angle; 
after considering all approaches to this 
problem 
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第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


研究 や 治療 に 従事 する か た わら  : along with the research and treatment 
: (of the patients) 


LIf6 (HRC EL TSE : although we omit; 
: temporarily the discussion about 
may be omitted 


一 見 遠 ま わ り の よう て で 近道 で あ [ ... is the short cut although it seems 
る : to take long 

明確 に 断言 する こと は で き な い  : Although we cannot definitely conclude 
が 、 ' this, 


fePra ska] S4LS RMI. RE 


Although the advantages are emphasized, 
は 知ら され な いこ と が 多い 。 


often the disadvantages are hidden. 


また 1 つの 方 法 と し て は : as an alternative method 
一 時 的 な 便 法 と し て は | as a convenient and temporary method 
ご く 〈 軽 便 な 方 法 と し て は ! as a very simple and handy method 


ー170 一 


その 前 提 と し て 


対策 の 一 環 と し て 


判定 方 法 と し て 


この 逆 の 方 法 と し て 


根本 的 な 解決 策 と し て 


一 応 の 目安 と し て 


これ ら を あき ら か に する 手 が か 
り と し て 


今後 に 残さ れ た 間 題 と し て は 


前 述 の ご と く 


第 3 章 論文 や 報告 和書 に よく 用 いる 表現 II 


as a premise of ... 


as 


as 


as 


as 


as 


&S 


as 


one of the countermeasures 
a judging method 


a method contrary to this 


a basic [or fundamental] solution 


a temporary standard 


a clue to elucidate ... 


a problem yet to be solved in the 


future 


as before 
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第 3 剖 Brews AC LM SRB 
後述 の よう な 一 


今 ま で に も 触れ て きた よう に 


fa) 


ZX OHREO BRB Wilowakst bots, 


し ば し ば 指摘 きれ る よう に 
周知 の と ころ で ある が 
他 の 一 に み ら れ る よう な … 


ー か ら 類 推 き れる よう に … で あ 
る 


当然 子 想 きれ る よう に 


普 者 の 知識 と 経験 の 範囲 で 
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I] 


as described later 


as we have described [or have been des- 
cribing | 


as stated at the beginning of this sug- 
gestion 


as often pointed out 
as is generally known 
. aS is seen in the other 


as is analogized from ..., ... is 


as might be suspected, 


as far as I know; 
within the limits of the author's know- 
ledge and experience 


各種 条件 の 許す 限り 
だ ん だ ん 経験 を 車 ね て くる と 
時 間 の 経過 と と も に 急速 に 


今 の 段階 で は 、 明 確 に な っ て い 
な い 点 が 多い 。 


その 当時 に あっ て は 

この 点 に お いて は 、 我 々 は 一 に 
対す る 明確 な 物理 的 説明 が で き 
る 。 

ZTE Hwy Td 


本 論 に 入る に 先だって 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


as far as conditions permit 


as one gains experience 


rapidly as the time proceeds [or goes] 


At present stage, there are many points 
which are uncertain. 


at that time 


At this point, we can give a clear phys- 
ical interpretation for ... 


at the judgement of ... 


before going into [or commencing with] 
the main argument 
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第 3 章 IOC MA URS LC HS BH 
それ ぞ れ の 専門 家 に よっ て 
社会 的 要求 か ら 


同様 な 理由 か ら 


以上 の 結果 と は 反対 に 
いっ ぽう これ と は 着 に 


場合 と 目的 に よっ て は 思い きっ 
て 単純 化し た モデ ル を 使う 


何 分 に も 一 に 関す る デー タ 不 足 
で 


と くに 紛らわしい 場合 を 除い て 
は 
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by each specialist 
by the request of society 


by similar reasoning 


By similar reasoning it may Pe ) 
shown that 


contrary to the above results 
on the other hand; contrary to this 


Depending on the situation and purpose, 
we use very simplified models. 


due to insufficient data 


except for the specially complicated 
cases 


故意 また は 重大 な る 過失 に よる 
場合 を 除い て 


従来 の 技術 の 積み 重ね か ら 


前 述 の よう な 見 方 か ら 


以上 述べ て きた よう な 立場 か ら 


実際 的 な 見 地 か ら 言 えば 、 最 も 
HAY OM ARIS ~ 


長い 目 で みる と 


統計 的 考察 の 上 に 立っ て 
経営 的 観点 か ら は 


観点 を か えて 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 II 


except the intentional or serious mis- 
take [or fault; error] 


from the experiences of the old tech- 
niques 


from the aforementioned point of view; 
from a point of view described above 


from the afore [or above] mentioned 
point of view 


From a practical point of view the two 
most important questions are 


from the long-term point of view 
from the statistical point of view 
from the management's point of view 


from a different point of view 
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WA IGM > ARUE : from another viewpoint [or the opposite 
: viewpoint ] 


その うる 更に と いう こと を 指 |} Furthermore, one has to point out that 
摘 し な けれ ば な ら な い 。 : 


強い て 言う な ら ば | if we are forced to say ... [or must 
' gay 
ー と 結び つけ て (F2Z1UT) | If we consider ... in relation [or re- 


lative] to 


ALE ME IPET SE | if we list the differences 
(EAA ARS & | if we are careless 
好適 な 条件 で あれ ば : if the condition is very suitable [or 
' appropriate ] 
BEWSILSE. SRM | If somebody desires a confirmation, we 
換 は な い 。 : must reply that no definite proof ex- 
its yet. 
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AERIIBMWST I A— How 
知 で ある な ら ば 


これ ら の 攻 実 に 加え て 
その 一 般 的 な 意味 で は 
更に 特別 な 意味 合 で は 
狭い 意味 で 

Bi HG Ze ER 

像 端 な 場合 に は 

= ¢ FRY EB 

Jv EPH I2 727 TC 


同様 な 手法 で 


N35 論文 や 報告 革 


if one of A and B is known 


in addition to these facts 
in its general sense 
in a more specific sense 


in a narrow sense 


in a strict sense 


in the extreme case 
in a very small region 
in wide range of 


in the same manner 


に よく 用 いる 表現 II 
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第 3 章 MOCHA LM SARH II 


同様 な 考え 方 で ' ina similar way of thinking 

要約 すれ ば 、 一 と いう こと が 論 3 In summary, it is demonstrated that 
証 さ れる 。 ( 

や や 趣き を 異 に する が : in a slightly different sense 

数 回 に わけ て ' in several stages [or times] 

次 に 一 と いう こと が 仮定 され る : In the following, it shall be assumed 
だ ろう 。 : that 

適切 な 対策 が 見 当ら な い 現 状 で : in the present situation where a proper 
は : countermeasure cannot be found 

SS (LIne WIT SR MH(- ' in order to expect higher accuracy, 
この 事実 を きら に 確認 する た め : in order to confirm this fact 


(= 
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この 難点 を 見 服 する た め に 
この 欠点 を 補 な う も の と し て 


ー の 機械 的 強 さ を 向上 させ る 手 
徹 と し て 


ー を 防止 する た め に 多く の 苦心 
が 払わ れ て きだ た だ 。 


確実 な 企業 と し て 発展 する た め 
に は 

その 機能 を 十 二 分 に 発揮 きせ る 
だ め に は 

燃料 に 関し て は 


ー の 方 法 に つい て 


第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 Ii 
in order to overcome this difficulties 


in order to correct the defect 


In order to increase the mechanical 
strength of ..., 


In order to prevent ..., much [or a lot 
of] hard work have been done. 


in order to become [or be developed into] 
a dependable [or firm; stable] enterprise 
[or business ] 


in order that the function be most effec- 
tive, 


in regard to fuel 


in regard to the method of ... 
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第 3 章 論文 や 報告 書 に よく 用 いる 表現 IiI 


きび し い 制 限 は ある に せよ 


導 に 、 劣 る 傾向 が み ら れ た 。 


ー と いう 仮説 に 基づい て 、 
外国 か ら の 技術 導入 に より いち 
じ る し い 発達 を と げた 。 

ー と 無関係 に 

原因 の いか ん に か か わら ず 
好む と 好ま ざる と に か か わら ず 


有力 な 積極 的 対策 が な い 以 上 
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in spite of severe limitations [or re- 
striction] 


Instead, a tendency towards inferiority 
was recognized. 


on the hypothesis that 
Owing to the introduction of techniques 
from overseas, ... made remarkable pro- 


gress. 


regardless of ... 


regardless of the cause 
regardless whether we like it or not 


since there is no powerful and positive 
countermeasure 


a ae 
広範 囲 の 研究 を 経て 


その 句点 も ある 程度 解消 され た 。 


最も 好都合 に 

周到 な 管理 の も と で 
前 記 の 仮定 の も と に 、 
止む を 得 ざ る 場合 
これ に 併せ 与え る と 


これ ら の 仮定 に し た が っ て 、 一 
の 理論 を 展開 する こと が で きる 。 


これ ら の 点 を 背景 と し 
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though the shape is different 
through extensive research 


To some extent the question was answer- 
ed [or problem was solved] 


to the best advantage 
under a careful management 
under the above assumptions, 


when it is absolutely necessary 


when ... is added to... 


With these assumptions, a theory of ... 
can be developed. 


with these points as background 
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現在 の 技術 レベ ル で は 

山田 氏 と 同じ 技法 を 取り 入れ て 
(我々 は ー の 簡単 で 正確 な 解明 
を 得 た 。) 


ー が 既知 の も の で ある と し て 


これ ら の 事態 に か ん が み 


それ に 関連 する と 考え られ る あぁ ヵ ゎ 
WDA Be Sle LT, 


現在 の 科学 の 発展 の 速度 か ら み 
て 


この 経過 を みる と 
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II 


with the present technical level [or 
techniques ] 


Applying the same techniques used by 
Yamada, (we have found a simple, exact 
solution of the ...) 

assuming that ... is known 
concentrating on... 


considering these circumstances 


considering all possible items relating 
to ... 


considering the rate at which science 
is presently developing 


examining [or looking at] the history 
of ... 


一 定 の 規則 に 従っ て 


近代 化 の 波 に 乗っ て 


この こと を 念頭 に お いて 


いい か る る と 


大 ざっ ぱな いい 方 を すれ ば 


ー を 併用 すれ ば 
ー 学 の 根本 理念 の 上 に 立っ て 


ー、 二 の 仮定 を も と に 


その 他 の 方 法 に 比べ て 
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following [or in accordance with] a 
certain regulation [or law] 


joining the modernization 

remembering this 

saying it differently 

roughly speaking; in a loose sense of 
the word; in a general way; broadly 
speaking 


using ... along with ... 


based on the principle of ... 


based on a few assumptions 


compared to [or with] the other method 
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WENEI BRIE 7 T, 
一 般 に は 一 で ある 
普通 は ~ で ある 


~ する の を 普通 と する 


予想 に 反し て 


理論 的 に いそ ば 、 


ー に 話 を し ぼっ て 、 


話 を 再び 本 題 に 戻す 


つい うっ か り し て 


その 方 法 は 大 ま か に いう と 
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. progressed as described above 
generally ... 
normally [or usually] ... 
usually ... 
unexpectedly 
theoretically 


focus the lecture [or discussion] on 
the following points: 


let us [or we] reconsider the main prob- 
lem 


I was careless to 
(I was careless to leave ... behind) 


the outline of the method is 
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